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子育て・教育

平成29年度　施政方針と予算

施
策
の
柱
「
子
育
て
・
教
育
」

①
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

出
生
祝
い
金
や
絵
本
を
贈
呈
す
る

「
白
鷹
っ
子
養
育
事
業
」
や
、
木
育
の

観
点
か
ら
町
産
材
を
活
用
し
た
積
木
を

贈
呈
す
る
「
木
育
推
進
事
業
」
に
取
り

組
み
ま
す
。
ひ
が
し
ね
保
育
園
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
民
営
化
を
見

据
え
、
保
育
時
間
の
延
長
と
と
も
に
２

歳
児
保
育
を
開
始
し
ま
す
。
愛
真
こ
ど

も
園
園
舎
整
備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
が
３
人

以
上
い
る
家
庭
に
お
け
る
第
３
子
以
降

の
保
育
料
を
無
料
化
す
る
「
多
子
世
帯

子
育
て
応
援
事
業
」
は
、
対
象
範
囲
を

高
校
３
年
生
相
当
年
齢
ま
で
引
き
上
げ

ま
す
。

②
教
育
の
充
実

　

老
朽
化
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新

す
る
と
と
も
に
、
あ
ゆ
か
い
保
育
園
跡

地
を
鮎
貝
小
学
校
駐
車
場
と
し
て
整
備

し
ま
す
。
児
童
生
徒
が
新
聞
に
親
し
む

１
学
級
１
新
聞
事
業
に
取
り
組
む
ほ

か
、
ス
キ
ー
授
業
に
お
け
る
白
鷹
ス

キ
ー
場
リ
フ
ト
代
の
完
全
無
料
化
や
学

校
給
食
費
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
で
の
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

に
合
わ
せ
、
校
務
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入

し
ま
す
。
英
語
教
育
の
早
期
化
・
充
実

に
対
応
す
る
た
め
英
語
指
導
助
手
を
増

員
し
、
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
導
入
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

③
白
鷹
人
の
育
成

　

荒
砥
高
等
学
校
に
対
し
、
新
入
生
応

援
事
業
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
教

育
支
援
員
の
配
置
や
部
活
動
等
に
つ
い

て
支
援
し
ま
す
。

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
に
対
し
、
学
習

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
施
設
整
備

を
支
援
す
る
ほ
か
、
教
育
体
制
充
実
に

向
け
、
置
賜
管
内
各
市
町
と
連
携
し
な

が
ら
支
援
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
白
鷹
学
講
座
や
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
、
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
、
家
庭
教
育
推
進
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
７
月
末
よ
り
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
公
認

更
新
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
は
、
国
の
重
要
文
化

財
で
あ
る
観
音
寺
観
音
堂
の
茅
葺
屋
根

全
面
改
修
と
消
防
設
備
の
更
新
を
支
援

し
ま
す
。

　

芸
術
文
化
は
、
町
芸
術
文
化
協
会
や

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
と

の
連
携
に
よ
る
各
種
事
業
展
開
や
、
こ

“笑顔かがやき 心かよう 美しいまち”

　　　成 29年度予算は、持続可能で健全
　　　な財政運営の確保を念頭に、行財政
改革を推進しながら町政運営を行い、共創
のまちづくりの理念の下、まちづくりの将
来像の実現に向けて、町民と行政が一体と
なり、次代につなぐまちづくりを推進して
いく観点から編成しました。
　第５次白鷹町総合計画後期計画に掲げて
いる人材育成をベースに、「子育て・教育」
「雇用・産業」「地域」「防災」の４つの柱
を重点として各種計画等と連動し、PDCA
サイクルを徹底します。
　そして、総合計画の４つの柱を横断的に
結び、『町民の「あんぜん・あんしん」、自
然（木）を活かし環境に「やさしい」施設』
を理念として検討を進めてきた、中央公民
館、図書館、町民の交流スペースとなる町
民ラウンジ、防災センター、役場庁舎機能
を有する「まちづくり複合施設」工事に着
手します。

平

●2　　 広報しらたか　2017.4.13



雇用・産業

が
明
確
化
さ
れ
た
地
域
か
ら
、
森
林
整

備
を
進
め
、
町
独
自
に
主
伐
後
の
再
造

林
支
援
も
行
い
ま
す
。

③
地
域
産
業
の
振
興

　

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
首
都
圏
を
中
心
に

受
注
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
地
域
産
業

の
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
創
出
を
目
指

し
、
企
業
立
地
促
進
事
業
や
企
業
誘
致

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
創
業
者
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
小
企
業
技
術
者
養
成
事
業
の
継
続

や
、
新
た
に
地
場
産
業
元
気
支
援
事
業

や
も
の
づ
く
り
応
援
事
業
を
実
施
し
、

意
欲
の
あ
る
事
業
者
の
販
路
開
拓
や
設

備
投
資
を
支
援
し
ま
す
。

　

就
労
環
境
改
善
対
策
事
業
を
展
開

し
、
人
材
確
保
対
策
事
業
の
継
続
、
雇

用
枠
の
確
保
・
拡
大
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

商
業
に
つ
い
て
は
、
商
業
活
性
化
促

進
事
業
や
建
築
需
要
促
進
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

観
光
交
流
は
、「
白
鷹
町
観
光
交
流

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、「
日
本
の
紅

（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
の
推
進
」
と
町

内
周
遊
を
推
進
す
る
「
ま
る
ご
と
白
鷹

町
」
を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
ま
す
。

「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
」
は
、

紅
花
生
産
日
本
一
の
町
と
し
て
の
知
名

　

平
成
29
年
７
月
か
ら
新
制
度
に
よ
る

農
業
委
員
が
選
出
さ
れ
、
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
農
地
の
集
積
や
、
遊
休
農
地
・
荒

廃
農
地
の
発
生
防
止
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
「
白
鷹
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
計
画
の
見
直
し
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
事
業
と
、「
新

規
就
農
者
受
入
協
議
会
」
を
中
心
と
し

た
就
農
希
望
者
の
受
け
入
れ
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
食
育
・
地

産
地
消
の
取
り
組
み
も
推
進
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
事
業
は
、
萩
野
地
区
耕
作

放
棄
地
解
消
発
生
防
止
基
盤
整
備
事
業

や
、
川
戸
金
剛
地
区
た
め
池
総
合
整
備

事
業
、
諏
訪
堰
地
区
水
利
施
設
整
備
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
及
び
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
農
村
集
落
の
多
面
的
機
能

の
維
持
・
確
保
と
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
を
図
り
ま
す
。

②
森
林
・
林
業
の
再
生

　
「
緑
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
す

る
た
め
、
白
鷹
町
森
林
・
林
業
再
生
協

議
会
を
中
心
に
、
森
林
の
境
界
明
確
化

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
境
界

ど
も
芸
術
文
化
活
動
事
業
な
ど
活
動
支

援
に
努
め
ま
す
。
梅
津
五
郎
画
伯
作
品

の
修
復
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
３
回

目
と
な
る
芳
賀
秀
次
郎
賞
詩
作
コ
ン

ク
ー
ル
を
支
援
し
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
新
図
書
館
の
運
営
等
の

検
討
と
と
も
に
、
図
書
館
司
書
を
増
員

し
、
長
時
間
開
館
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

　

青
少
年
国
際
交
流
事
業
を
継
続
す
る

ほ
か
、
若
者
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
、
婚
活

の
一
助
と
な
る
よ
う
学
年
単
位
の
若
者

交
流
会
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
に
向
け

取
り
組
み
ま
す
。

　

婚
活
支
援
は
、
婚
活
サ
ポ
ー
ト
専
門

員
を
配
置
し
、
婚
活
者
へ
出
会
い
の
場

を
創
出
す
る
た
め
企
業
間
の
交
流
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

施
策
の
柱
「
雇
用
・
産
業
」

①
農
業
の
振
興

　

町
農
業
再
生
協
議
会
に
新
た
に
専
門

員
を
配
置
し
、
町
の
特
色
を
活
か
し
た

産
地
づ
く
り
と
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
話
し
合
い
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
農
地

中
間
管
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
約
化
を
図
り
ま
す
。

いよいよ、町民の皆さんの「あんぜん・

あんしん」の拠点となる『まちづくり

複合施設」の工事に着手します。

（図：鳥瞰イメージ）
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地域

度
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、「
観
光
」

と
「
生
産
」
の
両
面
を
推
進
し
、
誘
客

拡
大
に
結
び
付
け
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
含
め
、
来
町
さ
れ
る
お
客
様
に
お

も
て
な
し
の
心
で
対
応
す
る
た
め
、
観

光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実

な
ど
体
制
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

産
業
間
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
産

業
振
興
戦
略
会
議
を
主
体
に
６
次
産

業
化
へ
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「SH
IRA
TA
K
A
  RED

（
シ
ラ
タ
カ
・

レ
ッ
ド
）」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
情
報
発

信
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農
工
商
観
連
携

を
推
進
す
る
た
め
町
産
業
フ
ェ
ア
を
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

④
環
境
保
全
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

　

第
２
次
白
鷹
町
環
境
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
減

量
化
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
な
ど
町
民
と
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
つ
い

て
は
、
普
及
推
進
を
図
る
た
め
、
個
人

住
宅
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
対

す
る
助
成
や
、
地
域
の
森
林
資
源
の
活

用
を
目
指
し
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
及
び

薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
対
す
る
助
成
を

実
施
し
ま
す
。

施
策
の
柱
「
地
域
」

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
核

　

と
し
た
地
域
づ
く
り

　

町
民
が
主
役
の
地
域
づ
く
り
を
よ
り

一
層
実
践
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決

方
法
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
活

発
な
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
活

動
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
す
で
に
５
名
配

置
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
も

含
め
支
援
し
ま
す
。

②
定
住
条
件
の
充
実

　

道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線
新
荒
砥
橋
架

替
工
事
の
早
期
完
成
を
目
指
し
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
対
策
で
は
、
大
林
寺
、
高

岡
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
及

び
豪
雨
に
よ
り
法
面
崩
落
が
発
生
し
た

箕
和
田
及
び
関
寺
地
区
の
復
旧
を
図
る

た
め
、
急
傾
斜
砂
防
自
然
災
害
防
止
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
道
整
備
は
、
谷
町
八
ヶ
森
線
の
歩

道
整
備
の
ほ
か
、維
持
補
修
を
実
施
し
、

交
通
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

橋
梁
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
老
朽
化
の
激
し
い
町
道
橋
の
計

画
的
な
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す

　

地
籍
調
査
事
業
は
、
萩
野
地
区
の
区

長
登
記
の
調
査
継
続
等
を
実
施
し
ま

す
。

　

住
宅
施
策
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

や
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
町
内
へ
の
定
住
促
進

を
支
援
す
る
た
め
「
す
ま
い
る
！
四
季

の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び

す
ま
い
る
住
ま
い
！
若
者
定
住
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
及
び
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
更
新
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
荒
砥
橋
架
替

に
伴
う
鮎
貝
中
継
ポ
ン
プ
場
及
び
周
辺

管
渠
の
移
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
安
心
で
お
い
し
い
水

を
安
定
的
に
お
届
け
す
る
た
め
、
施
設

の
管
理
、
運
営
に
万
全
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。
設
備
の
更
新
を
計
画
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
に
努

め
財
務
内
容
を
改
善
し
、
経
営
基
盤
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
は
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
と
住
民
混
乗
型
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
継
続
運
行
す
る
ほ
か
、
山
形
鉄

道
株
式
会
社
の
経
営
改
善
に
向
け
た
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
、
運
転
免
許
自
主
返
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防災

納
者
の
料
金
割
引
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
土
曜
運
行
の
実
証
実
験
に
取
り
組

み
ま
す
。
高
齢
者
等
の
買
い
物
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
新
た
に
買
い
物

環
境
充
実
支
援
実
証
実
験
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

移
住
推
進
の
観
点
か
ら
積
極
的
な
情

報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
・
宣
伝
活
動
、
移
住
交

流
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
ふ
る
さ
と
移

住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
福
祉
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

始
ま
る
第
８
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
認
知
症
に
対
す
る

支
援
、
介
護
予
防
及
び
介
護
が
必
要
な

方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
み

ま
す
。
新
た
に
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
が
開
始
さ
れ
、
健
康
寿

命
が
延
伸
で
き
る
よ
う
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
生
活

支
援
や
そ
の
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
、
障
が
い

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
と
重
症
化
予
防
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
妊
娠

か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
総
合
的
な
子
育
て
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

町
立
病
院
は
、
建
物
、
機
械
設
備
を

計
画
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
山
形

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
公
立
置
賜
総

合
病
院
等
と
の
医
療
連
携
や
医
師
確
保

に
努
め
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
い
ま

す
。「
新
白
鷹
町
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
良
質
で
安
全
な
医
療
を
継

続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
持
続
可
能

な
病
院
運
営
を
目
指
し
、
経
営
の
健
全

化
に
努
め
ま
す
。

施
策
の
柱
「
防
災
」

①
安
全
・
安
心
の
確
保

　

自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
等
の
防

災
活
動
へ
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
町

総
合
防
災
訓
練
や
防
災
研
修
会
等
の
開

催
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
最
上
川
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設
」
の
整
備

に
合
わ
せ
、
防
災
倉
庫
の
整
備
を
行
う

ほ
か
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
軽
自
動
車
を

更
新
し
、
有
蓋
貯
水
槽
や
消
火
栓
な
ど

消
防
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
は
、
道
路
標
識
等
、

交
通
安
全
施
設
の
整
備
や
交
通
安
全
教

室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
街
頭
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
事
故
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

防
犯
活
動
は
、
町
防
犯
協
会
と
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
が
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
展
開
し
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
は
、
空
き
家
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
空

き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
契
約
さ
れ
た
方

に
対
す
る
引
っ
越
し
費
用
や
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。
危

険
空
き
家
対
策
は
、
空
き
家
の
解
体
に

対
し
、
一
部
費
用
を
助
成
す
る
空
き
家

等
解
体
補
助
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
地
域
・
民
間
・
行
政
の
連
携
を
念

頭
に
、
効
率
的
・
効
果
的
に
実
現
す
る

た
め
の
組
織
づ
く
り
、
人
づ
く
り

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
長

期
的
な
視
点
か
ら
効
果
的

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。



　

国の予算関連に対応した主な事業

（平成 28年度明許繰越事業）

　●荒砥小学校大規模改修事業　１億 8,691万円

  ●臨時福祉給付金（経済対策分）給付事業　　

　　　　　　　　　　　　　　　　4,551万円

　●地籍調査事業　　　　　　　　2,275万円

　●橋梁安全対策事業　　　　　　3,018万円

◎平成 29年度の主な事業概要

総務費
　27億6,564万円（前年度比 ＋121.0％）

→町民一人あたり19万3,388円　　

安全・安心なまちづくり推進事業 50万円

デマンド型交通運行事業 1,491万円

フラワー長井線対策事業 1,637万円

荒砥高等学校活性化事業 730万円

空き家対策事業 136万円

地域おこし協力隊事業 3,949万円

地区コミュニティセンター費 8,906万円

まちづくり複合施設整備事業　　　　　 16億7,709万円

民生費
　21億5,080万円（前年度比 ＋5.0％）　　

→町民一人あたり15万395円　　

高齢者寿賀祝事業（町産材額縁を用いた賀詞の贈呈）　239万円

人工透析通院交通費助成事業 139万円

高齢者運転免許証自主返納支援事業 33万円

福祉型小さな拠点づくり事業 100万円

しらたか元気っ子事業 2,697万円

多子世帯子育て応援事業 1,756万円

白鷹っ子養育事業 477万円

婚活サポート事業 208万円

こども園支援事業                     ２億1,215万円

放課後児童健全育成事業 3,118万円

衛生費
　４億9,454万円（前年度比 ＋0.4％）

→町民一人あたり３万4,581円　　

人間ドック事業 1,850万円

しらたか健紅マイレージ事業 15万円

妊婦健康診査事業 824万円

ニコニコマタニティライフ応援事業 270万円

特定不妊治療費助成事業 210万円

再生可能エネルギー推進事業 150万円

農林水
産業費

　５億4,750万円（前年度比 ▲19.5％）

→町民一人あたり３万8,284円　　

産地パワーアップ事業 1,619万円

元気なトップランナー育成プロジェクト事業     1,201万円

畜産生産拡大支援事業 875万円

萩野地区農地環境整備事業 1,411万円

農業再生協議会事業（農業支援専門員配置等） 377万円

農業次世代人材投資事業（青年就農給付金） 2,106万円

地域農業活性化センター推進事業 162万円

森林・林業再生事業 316万円

再造林支援事業 145万円

木育推進事業 33万円

商工費
　２億2,286万円（前年度比 ＋25.4％）

→町民一人あたり１万5,583円　　

専門家派遣支援事業 160万円

若者定着奨学金返還支援事業 250万円

買い物環境充実支援実証実験事業 242万円

パークゴルフ場東屋整備事業 135万円

日本の紅（あか）をつくる町推進事業 393万円

観光拠点施設連携推進事業 500万円

ふるさと移住応援プログラム 150万円

商業活性化促進事業 300万円

建築需要促進事業 500万円

農工商観連携推進事業 418万円

６次産業化支援事業 201万円

地場産業元気支援事業 100万円

ものづくり応援事業 100万円

土木費
　６億9,550万円（前年度比 ▲3.8％）

→町民一人あたり４万8,633円　　

安全対策事業（町道・橋梁） 9,381万円

除雪機整備事業 414万円

道路改良事業 4,920万円

都市計画マスタープラン策定事業 550万円

「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト 355万円

住宅耐震化促進事業 1,645万円

すまいる住まい！若者定住サポート事業 1,390万円

消防費
　３億2,961万円（前年度比 ▲2.4％）

→町民一人あたり２万3,048円　　

小型ポンプ積載軽自動車購入事業 1,504万円

防火水槽新設事業 1,045万円

地域防災推進事業（ハザードマップ作成） 120万円

地域防災活動強化支援事業 161万円

教育費
　６億5,580万円（前年度比 ▲25.5％）

→町民一人あたり４万5,857円　　

学校生活支援員配置事業 1,720万円

学校給食費支援事業 300万円

英語指導助手（ALT）設置事業 961万円

新入学児童ランドセル贈呈事業 350万円

青少年国際交流事業 547万円

スクールバス購入事業 862万円

鮎貝小学校駐車場整備事業 6,131万円

ICT 教育環境整備推進事業 80万円

中学校校務支援システム等整備事業 256万円

観音寺観音堂整備事業 318万円

こども芸術文化活動事業 50万円

図書館司書設置（増員）事業 389万円

全国高校総体女子ソフトボール競技開催事業 948万円

 
公債費

　９億2,294万円（前年度比 ＋11.2％）

→町民一人あたり６万4,537円　　

その他
　２億381万円（前年度比 ▲13.7％）

→町民一人あたり１万4,251円　　

議会費 9,767万円

労働費 2,699万円

災害復旧費 6,845万円

諸支出金 70万円

予備費 1,000万円
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□各会計予算を前年度と比較すると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「▲」＝減少

会　　計　　名 平成 29年度予算額（Ａ） 平成 28年度予算額（Ｂ）
比　　較

（Ａ）－（Ｂ） 伸　率

一 般 会 計 89億 8,900万円 76億 5,700万円 13億 3,200万円 17.4％

特
別
会
計

十 王 財 産 区 41万円 42万円 ▲１万円 ▲ 2.4％
下 水 道 ５億 3,511万円 ７億 4,883万円 ▲２億 1,372万円 ▲ 28.5％
国民健康保険 19億 5,303万円 18億 4,999万円 １億 304万円 5.6％
農業集落排水 １億 6,873万円 １億 6,519万円 354万円 2.1％
介 護 保 険 17億 115万円 16億 3,798万円 6,317万円 3.9％
後期高齢者医療 １億 3,347万円 １億 3,638万円 ▲ 291万円 ▲ 2.1％

事
業
会
計

水　道
収益的支出 ３億 323万円 ３億 275万円 48万円 0.2％
資本的支出 １億 4,174万円 １億 3,279万円 895万円 6.7％

病　院
収益的支出 11億 5,859万円 11億 7,525万円 ▲ 1,666万円 ▲ 1.4％
資本的支出 １億 5,215万円 １億 2,622万円 2,593万円 20.5％

訪問看護
ステーション

収益的支出 3,486万円 3,567万円 ▲ 81万円 ▲ 2.3％
資本的支出 120万円 ０万円 120万円 皆増   

合　　計 152億 7,267万円 139億 6,847万円 13億 420万円 9.3％
※万円未満は端数を整理しています。

□

その他 12.7％
11億3,736万円

投資的経費 26.8％
24億896万円

補助費等 14.0％
12億5,459万円

物件費 11.1％
10億11万円

公債費 10.3％
９億2,294万円

扶助費 11.5％
10億3,721万円

人件費 11.0％
９億9,299万円

維持補修費 2.6％
２億3,484万円

  投資的経費の内訳

災害復旧事業費
0.1％
588万円

普通建設事業費
26.7％

24億308万円

その他内訳 金額 構成比

積立金 8,278万円  0.9％
投資及び出資金、貸付金 3,894万円  0.5％
繰出金 10億564万円 11.2％
予備費 1,000万円  0.1％

［ 歳出予算 ］

町税内訳 金額 構成比

町民税 ５億1,617万円  5.7％
固定資産税 ４億9,606万円 5.5％
軽自動車税 4,654万円  0.5％
たばこ税 6,104万円  0.7％
入湯税 400万円  0.1％
都市計画税 3,732万円  0.4％

県支出金 10.0％
９億245万円

その他（自主財源）内訳 金額 構成比

分担金及び負担金 5,336万円 0.6％
使用料及び手数料 4,504万円 0.5％
財産収入 730万円 0.1％
寄附金 8,000万円 0.9％
繰入金 １億7,333万円 1.9％
繰越金 ２億1,000万円 2.3％
諸収入 6,843万円 0.8％

国庫支出金 7.9％
７億656万円

町債 21.6％
19億3,810万円

地方交付税 36.6％
32億8,600万円

その他（自主財源）7.1％
６億3,746万円

町税 12.9％
11億6,113万円

その他（依存財源）内訳 金額 構成比

地方譲与税 9,750万円 1.1％
利子割交付金 130万円 0.0％
配当割交付金 300万円 0.0％
株式等譲渡所得割交付金 13万円 0.0％
地方消費税交付金 ２億2,970万円 2.5％
自動車取得税交付金 1,750万円 0.2％
地方特例交付金 597万円 0.1％
交通安全対策特別交付金 220万円 0.0％

その他（依存財源）
3.9％

３億5,730万円

地方交付税の内訳

特別交付税 3.1％
２億8,000円

普通交付税 33.5％
30億600万円

［ 歳入予算 ］

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

任
意
的
経
費

平成 29年度の一般会計は

総額89億8,900万円（前年度比 ＋17.4％）　

町民一人あたりでみると

62万 8,557円

まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算まちの予算
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町　

長　

 

佐
藤　

誠
七

副
町
長 　

横
澤　
　

浩

教
育
長 　

沼
澤　

政
幸

【
複
合
施
設
整
備
係
】

係　

長　
　

加
藤　

和
芳

主
任
技
師（
兼
）　

小
関
源
四
郎

主　

事　
　

小
川　

直
也

【
情
報
係
】　　

係　

長　
　

今
野　

友
博

主　

任　
　

橋
本
こ
ず
え

主　

事　
　

手
塚
雄
一
朗

会
計
管
理
者（
兼
）課
長　

　
　
　
　
　

髙
橋　

浩
之

課
長
補
佐（
収
納
担
当
）

　
　
　
　
　

庄
司　

義
徳

課
長
補
佐（
出
納
担
当
）　

　
　
　
　
　

本
木　
　

修

課
長
補
佐（
税
務
担
当
）　

　
　
　
　
　

佐
藤　

順
智

【
町
民
税
係
】　

係
長（
兼
）　

佐
藤　

順
智

主　

任　
　

竹
田　

美
紀

主　

任　
　

鎌
倉　

裕
美

主　

任　
　

黒
澤　

淳
子

主　

事　
　

布
川　

和
浩

【
資
産
税
係
】　

係　

長　
　

川
部　

茂
樹

主　

事　
　

山
口　
　

顕

　

主
事　
　

児
玉　

聡
太

【
収
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

庄
司　

義
徳

主　

任　
　

大
滝　

真
実

【
出
納
係
】　　

係
長（
兼
）　

本
木　
　

修

主　

任　
　

菅
間　

伸
子

主　

事　
　

安
達　

桂
子

課　

長　
　

中
村　

裕
之

課
長
補
佐　
　

関　
　

宏
道

【
戸
籍
年
金
係
】

係
長（
兼
）　

関　
　

宏
道

主　

任　
　

川
田　

陽
子

主　

任　
　

田
代　

裕
美

主　

任　
　

木
村　

真
弓

主　

事　
　

五
十
嵐
安
世

　

主
事　
　

大
嶋
恵
利
歌

【
国
保
医
療
係
】

係　

長　
　

菊
地　

る
り

主　

任　
　

板
垣　

未
夏

主　

任　
　

青
木
ひ
ろ
み

主　

任　
　

鑪　
　

典
子

【
く
ら
し
環
境
係
】

係　

長　
　

高
田　
　

博

主　

査　
　

鈴
木　

直
子

　

主
事　
　

酒
井　

駿
吾

【
町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
】

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）  

中
村　

裕
之

セ
ン
タ
ー
次
長（
兼
）  

関　
　

宏
道

課　

長　
　

長
岡　
　

聡

課
長
補
佐　

 　

衣
袋　

則
子

【
福
祉
係
】　　

係　

長　
　

田
中
由
美
子

主　

任　
　

村
上　

久
美

　

主
事　
　

金
田　

竜
也

【
子
育
て
支
援
係
】

係　

長　
　

片
山　

正
弘

指
導
保
育
士（
兼
） 

佐
藤　

敦
子

主
任
保
育
士　

橋
本
三
千
子

主　

任　
　

遠
藤
由
可
理

主　

事　
　

佐
々
木
ま
ど
か

【
介
護
保
険
係
】

係
長（
兼
）　

衣
袋　

則
子

主　

査　
　

紺
野
久
美
子

主　

任　
　

五
十
嵐
麻
里
子

【
健
康
推
進
係
】

係　

長　
　

髙
橋　

真
弘

主
任
保
健
師　

棚
村　
　

薫

主
任
保
健
師　

村
上
る
み
子

主
任
保
健
師　

大
木　

陽
子

保
健
師　
　

大
竹　
　

恵

主　

事　
　

大
滝
さ
お
り

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
】

係　

長　
　

永
沢　

照
美

総　　務　　課

主
任
保
健
師　

海
老
名
ま
ゆ
み

主　

任　
　

菅
原　

美
樹

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
兼
） 

棚
村　
　

薫

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
兼
） 

村
上
る
み
子

主
任
保
健
師（
兼
）  

大
木　

陽
子

保
健
師（
兼
）　

大
竹　
　

恵

【
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
】　

所
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

次
長（
兼
）　

長
岡　
　

聡

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）  

長
岡　
　

聡

【
ひ
が
し
ね
保
育
園
】　

園　

長　
　

佐
藤　

敦
子

統
括
保
育
主
査　

川
井　

と
も

主
任
保
育
士　

髙
橋　

和
子

課　

長　
　

菅
間　

直
浩

課
長
補
佐　
　

大
木　

健
一

【
農
業
振
興
係
】

係
長（
兼
）　

大
木　

健
一

主　

任　
　

小
笠
原
紀
子

主　

事　
　

広
川　

悠
太

主　

事　
　

橋
本　

大
地

【
農
村
整
備
係
】

係　

長　
　

松
下　

貴
洋

主　

事　
　

小
形　

峰
樹

【
森
林
整
備
係
】

係　

長　
　

井
澤　

孝
介

主　

事　
　

後
藤　

尚
道

課　

長　
　

齋
藤　

重
雄

課
長
補
佐（
観
光
組
織
支
援
担
当
）

　
　
　
　
　

吉
村　

秀
昭

【
商
工
振
興
係
】

係　

長　
　

平
井　

正
秋

主　

事　
　

岩
澤　

惇
平

【
観
光
係
】

係　

長　
　

大
瀧　

勇
祐

主　

任　
　

須
田　
　

瞳

【
交
流
推
進
係
】

係　

長　
　

芳
賀　

敦
子

主　

事　
　

小
林　

詩
乃

課
長（
兼
）統
括
検
査
員　

　
　
　
　
　

菅
原　

良
教

水
道
主
幹（
併
）　

松
野　

芳
郎

課
長
補
佐（
建
設
担
当
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

克
仁

課
長
補
佐（
上
下
水
道
担
当
）　

　
　
　
　
　

佐
藤　

雅
志

【
管
理
係
】　　

係　

長　
　

橋
本　

秀
和

主　

任　
　

髙
橋　

綾
子

【
用
地
係
】　　

係　

長　
　

村
上　

利
晴

主　

任　
　

竹
田　

智
洋

主
任（
再
）　

長
澤
三
千
夫

【
土
木
係
】　　

係
長（
兼
）検
査
員  

丹
野　

和
彦

主
任
技
師　

小
関
源
四
郎

主
任
技
師　

荒
生　

隼
一

主
任
運
転
手　

大
滝　

康
博

業
務
技
術
員　

川
村　

宗
一

【
都
市
計
画
係
】

係
長（
兼
）　

鈴
木　

克
仁

主
任
技
師（
兼
）　 

荒
生　

隼
一

【
水
道
係
】　

係　

長　
　

髙
橋　

眞
澄

【
水
道
工
務
係
】

係　

長　
　

小
口　

豊
仁

主　

任　
　

矢
羽
木　

学

【
下
水
道
係
】　

係
長（
兼
）　

佐
藤　

雅
志

主　

事　
　

齋
藤
由
加
里

【
下
水
道
工
務
係
】

係　

長　
　

矢
嶋　

寿
彦

技　

師　
　

菅　
　

雅
仁

事
務
局
長　

樋
口　
　

浩

【
議
事
係
】　　

  

係
長（
併
）　

橋
本　

達
也

書　

記　
　

佐
藤　

圭
子

新

課　

長　
　

松
野　

芳
郎

課
長
補
佐　
　

菊
地　
　

智

【
総
務
係
】　　

係　

長　
　

黒
澤　

和
幸

主　

任　
　

高
田　

咲
子

主　

任　
　

髙
橋　

朋
代

主
任（
併
）　

小
形　
　

守　

主　

事　
　

新
野
健
太
郎

主　

事　
　

沼
澤　

晃
菜

【
財
政
係
】　　

係　

長　
　

小
林　
　

裕　

主　

事　
　

小
谷
部　

哲　

主　

事　
　

小
口　

将
太

【
防
災
管
財
係
】

係
長（
兼
）　

菊
地　
　

智　

主　

事　
　

髙
橋　

裕
東

主
任
運
転
手（
兼
）  

大
滝　

康
博

【
総
務
課
付
】　　
　

［
西
置
賜
行
政
組
合
派
遣
］

課
付
課
長　

菅
原　
　

護

［
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
］

保
育
主
査　

鈴
木　

智
子

［
山
形
県
市
町
村
課
派
遣
］

課
付
主
事　

中
川　

拓
也

［
林
野
庁
派
遣
］

課
付
主
事　

金
子　

秀
人

課　

長　
　

湯
澤　

政
利

企
画
主
幹　

永
野　
　

徹

【
企
画
調
整
係
】

係　

長　
　

鈴
木　

秀
昭　

主　

事　
　

小
林　
　

葵

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
】

係　

長　
　

菅
原　

保
文

主　

任　
　

後
藤　

由
香

主
事（
兼
）　

小
川　

直
也

税　務　出　納　課

健　康　福　祉　課

農　林　課

建　設　水　道　課議会事務局

企 画 政 策 課

町  民  課 企  画  政  策  課

町　民　課

健　康　福　祉　課

平成29年度白鷹町職員体制（４月１日付 全職員）

※太字は異動者、（兼）は兼務、（併）は併任、（再）は再任用、  　 は新規採用職員　新

商 工 観 光 課

新新

新
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●
退
職
者
［
平
成
29
年
３
月
31
日
付
］

  

健
康
福
祉
課
長　
　
　

  

齋
藤　

春
美

  

建
設
水
道
課
長　
　
　

  

今
野　

秀
一

  

建
設
水
道
課
水
道
係
長　

  

長
澤
三
千
夫

  

ひ
が
し
ね
保
育
園
園
長　

  

布
施
と
も
子

  

ひ
が
し
ね
保
育
園
保
育
主
査　

  

今
野　

悦
子

  

健
康
福
祉
課
保
健
師　

  

齋
藤　

茉
耶

  

町
立
病
院
看
護
師　
　

  

小
川　
　

瞳

書
記
長（
併
）　

松
野　

芳
郎

書
記
長
補
佐（
併
）  

菊
地　
　

智

書
記（
併
）　

小
林　
　

裕

書
記（
併
）　

黒
澤　

和
幸

書
記（
併
）　

高
田　

咲
子

書
記（
併
）　

髙
橋　

朋
代

書　

記　
　

小
形　
　

守

書
記（
併
）　

小
谷
部　

哲

書
記（
併
）　

小
口　

将
太

書
記（
併
）　

新
野
健
太
郎

書
記（
併
）　

髙
橋　

裕
東　

書
記（
併
）　

沼
澤　

晃
菜　

　
　事務

局
長（
併
）　

樋
口　
　

浩

係　

長　
　

橋
本　

達
也

書
記（
併
）　

佐
藤　

圭
子

事
務
局
長（
併
）　

菅
間　

直
浩

事
務
局
長
補
佐（
併
）

　
　
　
　
　
　

大
木　

健
一

【
農
地
調
整
係
】

係　

長　
　

大
滝　

敏
広

主　

任　
　

竹
田
雅
紀
子

教
育
次
長　

田
宮　
　

修

次
長
補
佐（
学
校
教
育
担
当
）　

　
　
　
　
　

新
野　

文
俊

次
長
補
佐（
生
涯
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
当
）　

 

　
　
　
　
　

芳
賀　

和
則

指
導
主
事（
兼
）  

新
野　

文
俊

【
学
校
教
育
係
】

係　

長　
　

梅
津　

友
宏　

主　

任　
　

村
上　

博
之

主　

任　
　

大
塚　

広
子　

主　

事　
　

齋
藤　

彩
香

【
荒
砥
小
学
校
】

業
務
技
術
員　

髙
谷　

剛
司

【
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
】

係　

長　
　

齋
藤
久
美
子

主
任（
兼
）　

舩
山　

一
浩

主　

任　
　

長
谷
川
清
美

主　

任　
　

大
瀧　

陽
子

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
】

係
長（
兼
）　  

芳
賀　

和
則

主　

任　
　

舩
山　

一
浩

主　

事　
　

小
関　
　

見

主　

事　
　

佐
藤　

美
咲

【
中
央
公
民
館
】

館
長（
兼
）　

田
宮　
　

修

【
庶
務
係
】　　

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

主
任（
兼
）　

長
谷
川
清
美

【
図
書
館
管
理
係
】

係
長（
兼
）　

齋
藤
久
美
子

主
任（
兼
）　

大
瀧　

陽
子

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】

所
長（
兼
）　

田
宮　
　

修

所
長
補
佐（
兼
）　

新
野　

文
俊

【
管
理
係
】　　

係　

長　
　

木
口　

祐
里　

　
病
院
事
業
管
理
者  

　
　
　
　
　

高
橋
一
二
三

院
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

副
院
長　
　

藤
島　
　

丈

副
院
長　
　

柴
田　

裕
次

●
診
療
部

【
診
療
科
】　　

内
科
医
長（
兼
）　

柴
田　

裕
次

外
科
医
長　

木
村　

真
五

【
在
宅
支
援
室
】

室
長（
兼
）　

高
橋
一
二
三

副
室
長（
兼
）　

藤
島　
　

丈

医
師（
兼
）　

木
村　

真
五

看
護
師
長　

伊
藤
加
代
子

●
医
療
技
術
部　
　
　

技
術
主
幹　

小
笠
原　

強

【
薬
剤
科
】　　
　

薬
局
長　
　

海
老
名
純
子　

主
任
薬
剤
師　

熊
谷　

岳
仁

【
検
査
科
】　　
　

室　

長　
　

加
藤　

裕
之

副
室
長　
　

長
岡
さ
と
み

【
診
療
放
射
線
科
】　　

室
長（
兼
）　

小
笠
原　

強

主
任
診
療
放
射
線
技
師　

　
　
　
　
　

齋
藤　

清
人

【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
】　

主
任
理
学
療
法
士

　
　
　
　
　

金
田　

雅
子

理
学
療
法
士　

小
平　

英
恵　

作
業
療
法
士　

遠
藤
美
菜
子

【
栄
養
科
】　　
　
　
　

副
室
長　
　

大
貫
由
佳
子

●
看
護
部　
　
　
　

総
看
護
師
長　

樋
口　

昌
子

【
外
来
係
】　

看
護
師
長　
　

児
玉　

恵
美

看
護
師　
　

竹
田
美
喜
子　

看
護
師　
　

齋
藤　

麻
唯　

看
護
師　
　

奥
山　

咲
子

准
看
護
師　

布
施　

咲
子

【
病
棟
係
】　

看
護
師
長　
　

副
田　

恵
美　

主
任
看
護
師　
　

中
野　
　

緑

主
任
看
護
師　
　

五
十
嵐
美
香　

主
任
看
護
師　
　

渡
部　

理
恵　

主
任
看
護
師　
　

佐
藤　

朝
美　

主
任
看
護
師　
　

平
田　

美
帆

看
護
師　
　

伊
藤　

信
子　

看
護
師　
　

三
上　

悦
子

看
護
師　
　

鈴
木
万
理
子　

看
護
師　
　

平
井　

育
子　

看
護
師　
　

色
摩　

純
子　

看
護
師　
　

伊
藤　
　

忍

看
護
師　
　

大
滝
佳
代
子　

看
護
師　
　

安
彦　

真
紀　

看
護
師　
　

清
野　

文
恵

看
護
師　
　

遠
藤　

彩
子　

看
護
師　
　

青
木　
　

瞳　

看
護
師　
　

古
口
絵
里
子　

看
護
師　
　

新
野　

陽
介

看
護
師　
　

梅
津　

清
香　

看
護
師　
　

佐
藤　

純
平

看
護
師　
　

小
口　
　

希　

看
護
師　
　

坂
田　

智
美　

看
護
師　
　

信
夫　

幸
子　

看
護
師　
　

舟
越　

由
香

　

看
護
師　

齋
藤　

綾
香　

【
事
務
局
】　

事
務
局
長　

渡
部　

町
子

事
務
局
次
長（
兼
）総
務
係
長　

　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
一

【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】　

主
任
看
護
師　

菅
原　

芳
子　

看
護
師　
　

齋
藤　
　

恵

●
各
分
団
消
防
係

第
１
分
団　

岩
澤　

惇
平　

第
２
分
団　

布
川　

和
浩

第
３
分
団　

広
川　

悠
太　

第
４
分
団　

小
関　
　

見

第
５
分
団　

小
形　

峰
樹

●
財
産
区
書
記

蚕　

桑　
　

大
瀧　

陽
子　

十　

王　
　

小
林　

詩
乃　

滝　

野　
　

安
達　

桂
子

萩　

野　
　

小
川　

直
也　

中　

山　
　

大
木　

健
一　

浅　

立　
　

村
上　

利
晴

畔　

藤　
　

平
井　

正
秋

●
災
害
対
策
本
部
地
区
担
当
職
員

蚕
桑
地
区　

五
十
嵐
安
世　

　
　
　
　
　

佐
々
木
ま
ど
か

鮎
貝
地
区　

竹
田
雅
紀
子　

　
　
　
　
　

齋
藤
由
加
里

荒
砥
地
区　

菅
間　

伸
子

　
　
　
　
　

菅
原　

美
樹

十
王
地
区　

五
十
嵐
麻
里
子

　
　
　
　
　

小
林　

詩
乃

鷹
山
地
区　

齋
藤
久
美
子　

　
　
　
　
　

大
滝　

真
実

東
根
地
区　

橋
本
こ
ず
え　

　
　
　
　
　

長
谷
川
清
美

新 

平
成
29
年
度
採
用
職
員

選挙管理委員会事務局監査委員
事務局教　育　委　員　会

町　立　病　院

井澤　孝介

農林課
（山形県より）

酒井　駿吾

町民課
くらし環境係

児玉　聡太

税務出納課
資産税係

金田　竜也

健康福祉課
福祉係

教　育　委　員　会

町　立　病　院

町　立　病　院

大嶋恵利歌

町民課
戸籍年金係

農業委員会事務局

交 

平
成
29
年
度
人
事
交
流

新
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課　名 係　名 業　務　概　要 電話番号

本
庁
舎
１
階

町　民　課

戸籍年金係 戸籍の届け、住民票、印鑑登録、諸証明、国民年金に関すること 85-6129

国保医療係
国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療の医療費・医療証、しらたか
元気っ子事業の医療費に関すること

85-6130

くらし環境係
ごみのこと、環境、公害、斎場、犬の登録、生活相談、交通安全、防犯
に関すること【町民生活相談センター】

85-6131

税務出納課

町民税係
町税や国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、軽自動車
（白鷹ナンバー）の登録・廃止に関すること

85-6132

資産税係 固定資産税、固定資産課税台帳・公図の整備保管に関すること 85-6133
収納係 各種税及び保険料などの収納管理や滞納処分などに関すること 85-6106
出納係 町公金の支払い、受け取りに関すること 85-6134

２
階

総　務　課

総務係 区長町内長届け、文書配布、情報公開・個人情報保護、人事に関すること 85-6120
財政係 財政計画や予算の編成、管理に関すること 85-6124
防災管財係 消防、防災、財産の取得・管理に関すること 85-6122

選挙管理委員会事務局 選挙の管理や選挙啓発活動の推進に関すること 85-6120

企画政策課

企画調整係 フラワー長井線、デマンド交通、町政運営の総合企画調整に関すること 85-6123

コミュニティ推進係
まちづくり助成事業、コミュニティセンター、空き家対策、地域おこし
協力隊、まちづくり出前講座に関すること

87-0830

複合施設整備係 防災センター・図書館・庁舎などの複合施設整備に関すること 87-0691
情報係 広報広聴、情報システム、地域情報、各種統計に関すること 85-6121

農　林　課

農業振興係
農政の総合計画と農業振興対策に関すること
白鷹町農業再生協議会（地域農業活性化センター）に関すること

85-6107
85-6127

農村整備係 農地・農業用施設整備や日本型直接支払制度に関すること 85-6125
森林整備係 林業振興、森林整備に関すること 85-6125

商工観光課

商工振興係 商工業の振興、関係団体の支援、労働、雇用対策、６次産業化に関すること 85-6136
観光係 観光４シーズン化、関係団体の支援、施設整備・維持管理に関すること 85-6136

交流推進係
ふるさと応援制度、移住対策、交流の促進、日本の紅（あか）をつくる町
推進事業に関すること

85-6126

農業委員会
事務局

農地調整係 農地法による許可申請や農業者年金、農業委員会の会議などに関すること 85-6128

３
階

議会事務局 議事係 議会の本会議の議事や委員会に関すること 85-6135

分
庁
舎

建設水道課

管理係 工事入札及び契約、町営住宅の管理、住宅支援に関すること 85-6140
用地係 道路用地等の買収補償、地籍調査に関すること 85-6139
土木係 道路、河川などの工事、調査、測量、設計、維持管理に関すること 85-6142
都市計画係 都市計画や都市公園の維持管理に関すること 85-6142
水道係 水道事業や料金の納付、水道開閉栓等に関すること 85-6137
水道工務係 浄水場管理や取水、浄水、配水等に関すること 85-6137
下水道係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽に関すること 85-6138
下水道工務係 下水道事業や農業集落排水事業、合併処理浄化槽の計画及び設計工事に関すること 85-6138

中
央
公
民
館

教育委員会

学校教育係 学校教育、学校施設管理、教育相談、青少年国際交流事業等に関すること 85-6144
生涯学習・文化振興係 生涯学習・芸術文化の振興、文化財保護に関すること 85-6146
生涯スポーツ係 生涯スポーツの推進、スポーツ施設管理、全国高校総体の開催に関すること 85-6147
中央公民館庶務係 中央公民館に関すること 85-6143
図書館管理係 町立図書館の管理・運営に関すること 87-0217
学校給食共同調理場 学校給食の調理などの業務に関すること 85-3136

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健康福祉課

福祉係 高齢者福祉や障がい者福祉、民生・児童委員に関すること 86-0111
子育て支援係 子育て支援、児童手当、保育園・こども園、婚活支援に関すること 86-0212
介護保険係 介護保険に関すること 86-0213
地域包括支援センター係 介護に関する相談、高齢者の保健福祉に関すること 86-0112
健康推進係 母子保健、各種検診、予防接種、健康づくりに関すること 86-0210

病
院

町立病院 入院・外来・救急・人間ドック・レディース検診・予防接種など 85-2155
訪問看護ステーション 訪問看護、訪問リハビリなど 86-0123

役場各課・係業務のごあんない

●各課・係の業務の概要などを掲載しています。お問い合わせや役場などを訪れる際の参考にしてください。
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病院からのお知らせ

白鷹町立病院の診療体制をお知らせします

■外来診療予定表
月 火 水 木 金

内　科 高橋一二三 柴田　裕次
西山　悟史
（山大医師） 

高橋一二三
和根崎真大
（山大医師） 

内科内視鏡 柴田　裕次
牧野　直彦
（山大医師） 

柴田　裕次 柴田　裕次

外　科
浜崎　安純
（山大医師） 

 藤島　 丈　
大泉　弘幸
（山大医師）

 藤島　 丈　 木村　真五

整形外科
菅原　正登
（山大医師） 

伊藤　重治
（山大医師）

澁谷純一郎
（山大医師）

※交替 

婦  人  科 
 川越　 淳　
（山大医師） 

提　 誠司
（山大医師） 

皮  膚  科
川口　雅一
（山大医師） 

■ 常勤医師

　事業管理者兼院長　　高橋一二三

　副 院 長　　藤島　　丈

　副院長兼内科医長　　柴田　裕次

　外 科 医 長　　木村　真五

●人間ドック（要予約）
　半日コースと１日（終日）コースを行っています。
●レディース検診（要予約）
　Ａコース：乳がん検診（マンモグラフィー）・骨密度検査
　Ｂコース：子宮がん検診、卵巣腫瘍検査
※日程・料金等詳細はお問い合わせください。
★ほかにも町等の委託を受け、各種検診や予防接種などを  

　行っています。詳細はお問い合わせください。

【問い合わせ】
白鷹町立病院検診担当　☎ 85-2155（平日 8：30～ 17：15）

+

［町立病院新規採用職員］

齋藤　綾香

病棟看護師

町立病院をバックアップします

　このたび、町内開業医の先生方と町
立病院との間で、「白鷹町立病院への
診療応援に関する協定書」を締結しま
した。町立病院として町民の皆様への
医療提供を継続して行えるよう、不測
の事態に備えるとともに、町内での医
療連携をさらに強化していきます。

　　　　　
    受付機…午前７時30分～ 11時30分

　　　　　    窓　口…午前８時30分～ 11時30分

※皮膚科は午後３時30分まで（午後からの診察になります）
※救急医療は休日なども含めて24時間行っています。
※医師は変更になることがあります。

受付時間
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白鷹で生まれた本物の紅（あか）に触れる

本紅講座を開催

　「日本の紅（あか）をつくる町」連携推進本部が主
催する「本紅講座」が３月５日、町文化交流センター
あゆーむで開催されました。
　これは、生産量日本一を誇る紅花を原料につくられ
た本紅に触れ、紅花及び「日本の紅（あか）をつくる
町」について広く知っていただくことを目的としたも
ので、この日は 19人が参加。日本で唯一の紅商社で
ある㈱伊勢半本店本紅事業部（澤田一郎代表取締役会
長）から講師を招き、紅についての講演を聞いた後、
紅点（さ）し体験・本紅を使用したお守りづくり体験
を行いました。実際に紅を点（さ）した参加者は「高
級感があって上品。一つ買ってみようかな」と笑顔に。
このほか、町内の菓子舗が紅を使用して製作した特製
の和菓子を試食しました。

　町少年少女合唱団が主催する定期演奏会が３月４
日、町文化交流センターあゆーむで開かれました。
　平成 28年度も町内外のさまざまなイベントなどに
出演してきた団員 25 人。「皆さんに聴いてもらうた
めにがんばってきた」と一年間の集大成を披露しまし
た。この日は、白鷹女声コーラスさくらとメゾソプラ
ノの佐藤涼香さん（高玉出身）を特別出演者に迎え、
団員たちは衣装を着替えながら歌のコラボレーション
をするなどの演出を見せ、約２時間たっぷりと来場者
を楽しませました。

白鷹町少年少女合唱団　第６回定期演奏会
いつまでも響き続けるハーモニー

　冬の農業体験ツアーが３月４日、５日の２日間の日
程で行われ、首都圏などから 11人が参加しました。
　初日は、紺野農園（紺野伊久雄社長）のハウス内で
野菜の栽培方法を学んだほか、ほうれん草の収穫や鶏
の解体作業などを体験。夜には餅つきを体験しながら、
農業の話や白鷹町の話などで交流しました。
　また２日目は、どりいむ農園直売所を見学、商品の
搬入体験を行った後、会場を中山地区に移して除雪を
体験。昼食には、山形のソウルフード「ひきずりうど
ん」を食べながら、町内で農家を営む移住者の体験談
に耳を傾けました。２日間を通し、参加者は白鷹町の
『人の魅力』と『食の魅力』を感じていきました。

１

１_紅の歴史や紅花についての説明を受ける参加者　２_町産

の紅花を使用して製作された和菓子　３_実際に本紅を点（さ）

し、普段使っている口紅との違いを感じた　

白鷹「冬の農業体験ツアー」

農家の暮らしと暖かさに触れる

３ ２

紺野社長（右）にていねいに教わりながら、ほうれん草の

収穫を体験した参加者

客席からのアンコールに応え、出演者全員による

「語り合おう」の合唱で締めくくった

●12　　 広報しらたか　2017.4.13



中高生と地域おこし協力隊による合同報告会開催

学び、気づき、考え、それぞれに――

　白鷹町青少年国際交流事業に参加した白鷹中学校及
び荒砥高校の生徒と、白鷹町地域おこし協力隊による
合同の報告会が３月 25日、町産業センターで開かれ
ました。
　はじめに青少年国際交流事業の報告が行われ、荒砥
高校生４人と白鷹中学校生８人が研修を通して学んだ
ことや感じたこと、世界に目を向けたことで気づいた
白鷹町の良さなどを発表。途中で英語を用いたり、ユー
モアのあるクイズを出題するなどの工夫も取り入れな
がら、来場者の興味を引きました。
　続く地域おこし協力隊の発表では、隊員５人がそれ
ぞれに自己紹介を行った後に１年間の取り組みを報
告。観光や文化財、情報発信、地域コミュニティなど
に関わる具体的な活動内容、そして３年間という活動
期間の中で今後どのような取り組みを行っていきたい
のかを発表しました。
　この日は、町内外から約 130 人が来場。報告会は
約４時間に及びましたが、堂々と報告する発表者に対
し、真剣なまなざしで耳を傾けていました。

　３月 16日、町立白鷹中学校において第２回目とな
る卒業証書授与式が挙行され、在校生や先生、保護者、
来賓の皆さんなどが見守る中、卒業生たちは思い出の
たくさん詰まった学び舎で中学校生活の最後を飾りま
した。
　今年度の卒業生は、旧東西中学校の最後の入学生で
あり、昨年度に開校した白鷹中学校の新たな歴史をと
もに創り上げてきた 152 人。小林宏一郎校長から一
人ひとりに「卒業おめでとう」と “深山和紙” の卒業
証書が手渡されると、卒業生は誇らしげな表情で受け
取りました。そして「日本一の歌声で卒業式」という
目標どおり、最後に「旅立ちの日に」を万感の思いで
歌い上げ、それぞれの思いを胸に、未来へと鷹のごと
く飛び立ちました。
　また、この日は３年生が「白鷹創生」をテーマにア
イデアを出し、陽光学園で制作された紅花入りべっこ
う飴の「べにっ子」が卒業生一人ひとりに配られたほ
か、べにたかちゃんの顔出しパネルの試作品を会場に
展示。アイデアを出した生徒たちは「自分たちの考え
が形になってうれしい」と喜び合いました。

豊かな発想がカタチに――

第２回白鷹中学校卒業証書授与式

１_３年間のさまざまな思い出を胸に、堂々と誇らしげに卒業証

書を受け取る卒業生　２_会場に設置された「べにたかちゃん顔

出しパネル」と発案者である卒業生４人。パネルはパレス松風、

道の駅しらたかヤナ公園、荒砥駅前に設置されているほか、各イ

ベント会場などに設置される　３_紅花茶を煮出して作ったべっ

こう飴。きれいな琥珀色に乱花が散りばめられている

１

２３

１_海外での研修を通し、

一回り成長した姿を見せた

白鷹中学校と荒砥高校の研

修生たち　２_来場者の質

問に答える地域おこし協力

隊の５人　３_受付には、

協力隊の活動の成果が込め

られた展示品も飾られた

１

２

３
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町からのお知らせ

　

少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減

少
に
よ
り
、
身
近
に
あ
っ
た
商
店
が

減
少
し
、
特
に
車
な
ど
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
に

必
要
な
食
料
品
な
ど
の
買
い
物
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
平
成
28
年
度
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
福
祉
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
商
工
の
視
点
か
ら
買
い
物
環

境
の
充
実
及
び
商
業
機
能
の
維
持
、

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
を
目
的
に
次

の
事
業
を
実
証
実
験
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

［
御
用
聞
き
事
業
（
地
域
限
定
）］

　

高
齢
者
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
の
希

望
者
の
方
に
対
し
、
見
守
り
を
兼
ね

て
週
１
回
程
度
の
宅
配
（
食
料
品
な

ど
）
を
し
ま
す
。

▼
対
象

①
蚕
桑
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

②
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

③
商
品
の
注
文
か
ら
支
払
い
ま
で
を

　

自
身
で
で
き
る
方

［
移
動
販
売
支
援
事
業
］

　

食
料
品
な
ど
の
日
用
品
の
調
達
が

困
難
な
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
買

い
物
環
境
と
商
業
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
移
動
販
売
の
実
施
事
業
者

へ
燃
料
費
と
修
繕
費
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。

▼
対
象

①
町
内
に
本
店
の
あ
る
事
業
者

②
商
品
を
販
売
す
る
設
備
及
び
冷
蔵

　

機
能
を
備
え
た
車
両
で
、
巡
回
し

　

て
日
用
生
活
物
資
を
販
売
す
る
事

　

業
者

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
］

　

買
い
物
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ
る

方
に
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し
、

ポ
イ
ン
ト
が
満
点
に
な
る
と
特
典
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
利
用
者

※
御
用
聞
き
事
業
及
び
買
い
物
ポ
イ

　

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
５
月
以

　

降
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
「
広
報
し
ら
た
か
５
月
16

　

日
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
85

－

６
１
３
６

平
成
29
年
度
新
規
事
業

■ 【
実
証
実
験
】
買
い
物
支
援
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

国民年金
からの
お知らせ平成 29年度『移動年金相談日』が決まりました

　白鷹会場の相談日が、３カ月に１回になります。
長井会場でも相談を受けることができます。両会場
ともに予約制になっていますので、各開催地に直接
お申し込みください。

相談日 場　所

４月５日（水） 長井市 交流センター ふらり

６月 21日（水） 白鷹町 中央公民館

７月５日（水） 長井市 交流センター ふらり

９月 20日（水） 白鷹町 中央公民館

10月４日（水） 長井市 交流センター ふらり

12月 20日（水） 白鷹町 中央公民館

１月９日（火） 長井市 交流センター ふらり

３月 20日（火） 白鷹町 中央公民館

▼申し込みは…

白鷹会場―白鷹町役場　戸籍年金係　☎85-6129
長井会場―長井市役所　市民相談センター　☎87-0682
受付時間―午前８時30分～午後５時15分（土日祝日を除く）

相談時間―白鷹→午前10時～午後２時

　　　　　長井→午前９時30分～午後２時

※詳しくは、役場戸籍年金係へお問合せください。　

★米沢年金事務所でも随時年金相談を行っています。待ち
　時間がないように、予約をしてから行かれることをお勧
　めします。
【☎0238-22-4220（自動音声案内）→9→5（職員対応）】
※「基礎年金番号」・「相談者氏名」・「電話番号」・「相談内容」

　等を確認させていただきます。

すでに保険料納付を猶予され、引き続き在学予定の方へ、３月末

にハガキ形式の平成29年度学生納付特例申請書が送付されました。

忘れずにお手続きください。

学生納付特例申請について
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町からのお知らせ

一生に一度の思い出を

平成29年度白鷹町成人式

　今年度の成人式を次のとおり開催します。
　対象の方には７月上旬にあらためてご案内しま
す。郷土を離れている皆さんには、ご家族の方か
ら早めに日程をお知らせください。　
　

▼  い　つ　８月 15 日（火）午前 10 時～

▼  どこで　産業センター（パワーセンター白鷹）

▼  対　象　平成８年４月２日～
　　　　　 平成９年４月１日生まれの方

※平成 23 年度東中学校・西中学校卒業者と、平
　成 29 年６月１日現在で白鷹町に住民登録され
　ている平成８年度生まれの方には、詳細を往復
　はがきでご案内します。

　
▼
募
集
対
象（
次
の
全
て
を
満
た
す
団
体
）

・
申
請
時
点
で
設
立
後
１
年
以
上
の
活
動

　

実
績
が
あ
り
、
白
鷹
町
に
居
住
す
る
子

　

ど
も
が
常
時
２
人
以
上
の
会
員
規
模
の

　

団
体
（
年
度
始
め
か
ら
新
規
に
活
動
を

　

開
始
す
る
団
体
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

・
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
白
鷹
町
に
居

　

住
す
る
子
ど
も
で
あ
る
団
体

・
少
な
く
と
も
月
１
回
以
上
の
練
習
（
活

　

動
日
）
を
定
め
、
継
続
し
て
運
営
し
て

　

い
る
団
体

・
芸
術
文
化
協
会
に
加
入
し
、
将
来
の
担

　

い
手
と
し
て
、
協
会
の
発
展
に
寄
与
す

　

る
団
体（
協
会
加
入
会
費
は
無
料
で
す
。）

・
国
、
県
、
及
び
町
等
の
他
の
制
度
の
補

　

助
金
等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
団
体

▼
対
象
と
な
る
経
費　

①
報
償
費
（
講
師
謝
金
）

②
旅
費
（
外
部
講
師
等
の
交
通
費
実
費
等
）

③
使
用
料
及
び
借
料
（
会
場
使
用
料
、用
具
借
料
、

　

衣
装
借
料
、
町
外
発
表
会
バ
ス
借
上
げ
料
等
）

④
役
務
費
（
団
体
所
有
の
用
具
の
修
理
費
、
用
具

　

運
搬
代
、
切
手
代
等
）

⑤
需
用
費
（
消
耗
品
費
、
印
刷
製
本
費
等
）

▼
対
象
と
な
る
事
業
の
例　

①
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会
等

②
外
部
講
師
を
招
い
て
の
活
動

③
町
外
で
行
わ
れ
る
展
覧
会
、
発
表
会
、
演
奏
会

　

等
へ
の
参
加
等

▼
補
助
金
額

　

１
団
体　

５
万
円
（
下
限
）
～
10
万
円
（
上
限
）

▼
申
請
の
手
続
き

①
申
請　
「
事
業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」
な
ど

　

の
所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
事

　

務
局
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

　

内
容
が
把
握
で
き
る
同
様
の
書
類
が
あ
れ
ば
、

　

そ
れ
を
も
っ
て
所
定
の
様
式
に
代
え
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
審
査　

教
育
委
員
会
と
芸
術
文
化
協
会
で
審
査

　

会
を
行
い
、
交
付
団
体
及
び
補
助
金
額
を
決
定

　

し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

５
月
31
日
（
水
）
事
務
局
必
着

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）
☎
85

－

６
１
４
６

　青少年の健全育成と子どもたちの芸術

文化活動への支援及び伝統文化の継承を

推進していくため、さまざまな文化活動

を行っている団体に対し、白鷹町芸術文

化協会を通して補助金を交付します。

平成 29 年度

白鷹町こども芸術文化活動
事業団体を募集します

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

【申し込み・問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係　☎85-6146

「成人祭」実行委員を募集します
　成人式の後は、久しぶりに再会する友人や

恩師と語らう「成人祭」が開催されます。

　この「成人祭」は、成人者の皆さんで構成す

る実行委員会が自ら企画運営を行います。

　現在、実行委員を募集していますので、思

い出に残る「成人祭」になるよう、ぜひご応

募ください。締め切りは５月８日（月）です。
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建
築
需
要
促
進
事
業

　

町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

小
規
模
工
事
の
受
注
を
促
進
す
る

建
築
需
要
促
進
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
白
鷹
町
商

工
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
行
う

も
の
で
、
町
内
に
お
け
る
小
規
模

工
事
の
受
注
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
地
元
関
連
業
界
の
振
興
と
経

営
基
盤
の
強
化
、
消
費
需
要
の
拡

大
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

※
下
記
【
制
度
の
概
要
】
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
商
工
会

☎
85

－
０
０
５
５

　

町
で
は
、「
住
宅
耐
震
化
促
進
事

業
」
と
し
て
、
住
宅
の
居
住
環
境

の
質
の
向
上
と
経
済
の
活
性
化
を

図
る
事
を
目
的
と
し
た
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

❶
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

　
三
世
代
世
帯
、
県
外
か
ら
の
移

住
世
帯
、
新
婚
、
子
育
て
世
帯
、

近
居
世
帯
に
つ
い
て
は
、「
人
口
減

少
対
策
」
と
し
て
支
援
を
拡
充
し

ま
す
。
県
産
木
材
の
利
用
や
空
き

家
の
活
用
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、
補

助
率
・
補
助
限
度
額
が
引
き
上
げ

と
な
り
ま
す
。

●
三
世
代
世
帯　

　

３
つ
以
上
の
世
代
が
同
居
し
て

　

い
る
世
帯
で
、
平
成
11
年
４
月

　

２
日
以
降
に
出
生
し
た
方
と
同

　

居
す
る
世
帯

●
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯　

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
県

　

外
か
ら
町
内
に
転
入
し
居
住
す 

　

る
世
帯

●
新
婚
世
帯　

　

婚
姻
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
の  

　

世
帯

●
子
育
て
世
帯　

　

平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
に
出

　

生
し
た
方
が
３
人
以
上
同
居
し
、

　

当
該
同
居
者
と
そ
の
父
母
ま
た

　

は
祖
父
母
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

●
近
距
世
帯

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
親

　

世
帯
と
子
世
帯
で
、
居
所
の
直

　

線
距
離
が
２
㌔
超
か
ら
２
㌔
以

　

下
、
ま
た
は
同
一
小
学
校
の
通

　

学
区
域
内
に
住
み
替
え
た
世
帯
。

※
次
ペ
ー
ジ
【
制
度
の
概
要
】
を 

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

❷
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
し
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

先
着
３
件

▼
診
断
料　

９
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

７
万
９
５
６
０
円

《
補
強
計
画
ま
で
実
施
す
る
場
合
》

▼
作
成
料　
　

１
万
３
０
０
０
円

※
町
の
負
担　

11
万
６
６
０
０
円

❸
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業

　

❷
で
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅

の
所
有
者
が
耐
震
改
修
工
事
を
行

う
場
合
、
工
事
費
の
２
分
の
１
の

金
額
を
補
助
し
ま
す
。

※
２
分
の
１
の
額
が
80
万
円
を
超

　

え
る
場
合
、
80
万
円
が
限
度
額
。

▼
募
集
件
数　

先
着
２
件

住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

【制度の概要】

建築需要促進事業

区分 新築 増・改築、修繕等

対象物件 付属建物（車庫、作業所及び物置）
住宅、店舗、付属建物（車庫、作

業所及び物置）

対象工事 対象物件の新築
対象物件の増改築及び修繕工事、

給排水衛生施設整備工事

工事請負金額の下限 工事請負金額が20万円以上

施工業者
町内業者（白鷹町商工会員かつ町内に事業所があり、対象工事を施工

できる法人または個人）であること

申請者（施主）の要件
■白鷹町内に住所を有する者　

■町税等の滞納がないこと

その他制度との

併用について　
介護保険制度等との併用は不可

支援内容（補助額）
工事費の10％分（上限10万円）　

※白鷹町商工会が発行する商品券により給付

平
成
29
年
度
住
宅
関
連
の
施
策
の
お
知
ら
せ

町からのお知らせ

　

申
請
前
に
着
工
（
事
前
着
工
）
し
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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す
ま
い
る
住
ま
い
！

若
者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

町
で
は
、
定
住
の
意
思
を
持
つ

若
者
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
住
宅
取
得
の
促
進
を
図
る

こ
と
で
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

り
、
活
力
あ
る
町
を
築
く
こ
と
を

目
的
に
「
す
ま
い
る
住
ま
い
！
若

者
定
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施

し
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」

定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

鮎
貝
四
季
の
郷
地
内
へ
の
定
住

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め　
「
す
ま
い
る
！
四
季

の
郷
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

自
ら
の
住
宅
建
築
の
た
め
、
町

が
一
般
に
販
売
す
る
土
地
（
四
季

の
郷
住
宅
用
地
）
を
購
入
し
た
方

に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

住宅リフォーム総合支援事業

区　　分 一般分 人口減少対策分

対象工事
５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、県

産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事

５要件（部分補強、省エネ化、バリアフリー化、県

産木材使用、克雪化）のいずれかを含む工事

※三世代世帯は居室の床面積の合計が10㎡以上増

　加する工事などの三世代同居リフォーム工事を施

　工する必要があります。

  工事請負金額

  の下限
工事請負金額が50万円以上

施工業者 県内業者（県内に本店・本社がある法人または事業者）であること

  申請者（施主）

  の要件

・白鷹町内に住所を有する者　

・町税等の滞納がないこと

・白鷹町内に住所を有する世帯（移住世帯について 

　は平成28年４月１日以降に県外から町内に転入

　し、居住する世帯）

・町税等の滞納がないこと

その他制度との

併用について　
建築需要促進事業と併用ができます　※介護保険制度等との併用は不可

支援内容

（補助額）

◇現に居住する住宅…工事費の10％分（上限20万円）

※県産木材を３㎥以上使用する工事の場合は上限30万円

◇空き家…工事費の20％分（上限50万円）

※中古住宅診断を受けていない空き家は上限40万円

◇現に居住する住宅…工事費の20％分（上限30万円）

※県産木材を３㎥以上使用する工事の場合は上限40万円

◇空き家…工事費の30％分（上限60万円）

※中古住宅診断を受けていない空き家は上限50万円

【制度の概要】

町からのお知らせ

【制度の概要】

すまいる住まい！若者定住サポート事業 「すまいる！四季の郷」定住促進プロジェクト

対　　象 住宅（新築） 土地（四季の郷住宅用地）

事業内容
定住の意思を持ち、住宅の新築や新築建売住宅の購入を

行う若者世帯、他市町村からの移住世帯に対する補助

町が一般に販売する土地（四季の郷住宅用地）を購入

する方への補助

補助金額

◇若者世帯…50万円

（世帯員全員50歳未満の夫婦及び親と子の世帯）

◇他市町村からの移住世帯…70万円

（世帯主が50歳未満で世帯員全員が町内に転入する世帯）

・町内業者の場合30万円を加算します

　　※町税等の滞納がないことが要件となります

　　※中古住宅の場合は対象外となります

◇県外に住所を有する方…100万円

◇白鷹町以外の県内の市町村に住所を有する方　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…70万円

◇町内に住所を有する方…50万円　

併用の可否
併 用 可 能

　　県外からの移住世帯で町内業者施工により家を新築した場合…土地・建物で最大200万円
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　お子さんの誕生をお祝いし、健やかな成長を願い、４月から白鷹っ子養育事業が始

まりました。

　出産のお祝いとして、町内に住所のあるお父さん、お母さんへお祝い金をお贈りし

ています。また、保健師による出生訪問及び１歳６カ月児健診の際には本を、９カ月

児健診の際には積木をお贈りします。

　さらに、子育て世代の支援として、保護者の皆様が利用できるお得な情報をご紹介

します。妊娠、出産、子育て、そして教育と続く支援について町ホームページをご覧

ください。

　小学校新入学を祝い、健やかな成長を祈り、ラン
ドセル贈呈事業を実施します。
　申請できる方は次のとおりですが、詳しくは今後
の「広報しらたか」や保育園等を通じて年長児へ配
付するチラシでお知らせします。
●対象者　
　平成 29年 5月 1日現在白鷹町に住所を有し、か
　つ次のいずれかの要件を満たす方
　①平成 30年 4月に町内小学校へ入学予定の方
　②平成 30年 4月に県内の特別支援学校の小学部
　　に入学予定の方
●申請者　対象者の保護者

●日程（予定）
・7月頃…中央公民館にて
　　　　  見本品を展示、
                申請書に必要事
                項を記載のうえ教育委員会へ提出
・7月末…申請書提出締め切り
・平成 30年 2月…入学予定者へ贈呈
※詳しい日程は、後日お知らせします。
●ランドセル概要
・サイズ　A４クリアファイルサイズ対応
・色　　　7種類程度
【問い合わせ】教育委員会学校教育係　☎ 85-6144

白鷹っ子養育事業＆
子育て世代マル得情報

しらたか元気っ子事業

乳幼児から高校３年生相当年齢までの医療費を助成
する制度。所得制限なし。子育て支援医療・重度心
身障がい（児）者医療に該当する場合はそれぞれの
医療証で対象外になった額（一部負担金）が無料、
該当しない場合は自己負担額（一部負担金）が無料。
ただし、就職し親の扶養を外れた方は対象外。

多子世帯子育て応援事業

高校3年生相当以下の児童を３人以上監護し、かつ、
これらの児童と生計を同じくする場合、第３子以降
の児童の保育料を無料とする。

　　　　木育推進プロジェクト　
　　　 　　 ファーストトイ事業

幼少期から木の良さを親子で体感してもらい、木へ
の親しみや森林教育への機運を高めることを目的と
して、生後９カ月の子どもに白鷹町産材でつくった
積木をプレゼントします。

￥０

平成 30年４月入学の皆さんへランドセルを贈呈します

　　ニコニコマタニティライフ応援事業

妊婦が出産及び妊婦健康診査に安心して通院し、出
産に臨めるように妊娠中の経済的負担を軽減するこ
とを目的として、妊婦一人につき３万円を助成。

子育て
応援
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本
町
の
空
き
家
は
、
平
成
28
年
度
調

査
で
４
５
２
件
を
把
握
し
前
回
調
査
か

ら
80
件
増
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
で

は
、
平
成
27
年
に
全
面
施
行
と
な
っ
た

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
、
白
鷹
町
空
家
等
対
策

協
議
会
を
設
立
し
、
空
家
等
対
策
計
画

（
案
）
の
検
討
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
経
て
、
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
基
本
方
針
に
基
づ

き
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

■
計
画
の
趣
旨

　

町
民
の
安
全
を
守
り
、
安
心
し
た
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
６

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
町
に

お
け
る
空
き
家
等
に
関
す
る
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、

「
白
鷹
町
空
家
等
対
策
計
画
」
を
定
め

ま
す
。

■
空
家
等
対
策
の
基
本
方
針

⑴
所
有
者
等
に
よ
る
管
理
の
原
則

　

第
一
義
的
に
所
有
者
等
が
自
ら
の
責

　

任
に
よ
り
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が

　

原
則
で
あ
る
。

⑵
特
定
空
家
等
の
増
加
の
抑
制

　

空
き
家
等
の
管
理
の
徹
底
や
利
活
用

　

等
の
相
談
窓
口
等
を
所
有
者
等
に
周

　

知
す
る
。
さ
ら
に
、
町
外
か
ら
の
移

　

住
希
望
者
に
対
し
情
報
提
供
を
行
い
、

　

空
き
家
等
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を

　

推
進
す
る
。

⑶
計
画
の
期
間　

平
成
28
年
度
か
ら
平

　

成
32
年
度
ま
で
の
5
年
間

⑷
計
画
の
対
象
地
区　

白
鷹
町
全
域

■
空
き
家
等
対
策
の
具
体
的
施
策

⑴
特
定
空
家
等
の
対
策

・
実
態
調
査
等
に
基
づ
く
デ
ー
タ
ベ　

　

ー
ス
の
整
備

・
特
定
空
家
等
の
認
定

・
特
定
空
家
等
に
対
す
る
法
的
措
置

・
特
定
空
家
等
の
解
体
支
援

⑵
利
活
用
可
能
空
き
家
対
策

・
白
鷹
町
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

・
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
移
住
・
定
住
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
空
き
家
相
談
窓
口
の
開
設

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
支
援

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

☎
87

－

０
８
３
０

　

町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
人
口

減
少
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
利
用
需
要

の
変
化
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

公
共
施
設
等
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、

将
来
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
を

定
め
る
「
白
鷹
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
期
間

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で

　

の
10
年
間

■
対
象
施
設　

［
公
共
施
設
］
町
が
所
有
す
る
す
べ
て

　

の
施
設

［
イ
ン
フ
ラ
資
産
］
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

　

上
水
道
、
下
水
道

■
基
本
方
針

　

今
後
の
人
口
減
少
等
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
次
の
５
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て

定
め
ま
す
。

①
施
設
総
量
の
縮
減

・
施
設
の
廃
止
・
統
合
等

・
既
存
施
設
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
る

　

新
規
整
備
の
抑
制

・
未
利
用
資
産
の
売
却
等

②
施
設
の
複
合
・
多
機
能
化

・
施
設
の
大
規
模
修
繕
や
更
新
に
併
せ

　

目
的
の
異
な
る
施
設
を
集
約

・
機
能
複
合
化
に
よ
る
効
率
的
な
維
持

　

管
理
（
経
費
削
減
）

③
長
寿
命
化
の
推
進

・
事
後
保
全
か
ら
予
防
保
全
へ
の
転
換

・
計
画
的
な
改
修
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ

　

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
と
財
政
負
担
の

　

平
準
化

・
耐
震
化
の
推
進

・
災
害
時
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保

④
民
間
活
力
の
導
入

・
業
務
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
の
活

　

用
な
ど
効
率
的
な
管
理
運
営
手
法
の

　

導
入

⑤
広
域
連
携
の
推
進

・
相
互
利
用
や
共
同
処
理
等
に
よ
る
更

　

新
費
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減

　

今
後
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き

施
設
ご
と
の
個
別
計
画
の
策
定
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
防
災
管
財
係

☎
85

－

６
１
２
２

白
鷹
町
空
家
等
対
策
計
画

白
鷹
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

各種計画を策定しました

　

空
き
家
等
の
管
理
の
徹
底
や
利
活
用

　

等
の
相
談
窓
口
等
を
所
有
者
等
に
周

　

知
す
る
。
さ
ら
に
、
町
外
か
ら
の
移

　

住
希
望
者
に
対
し
情
報
提
供
を
行
い
、

　

空
き
家
等
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
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あ
り
が
と
う
ご
め
ん
な
さ
い
で
世
が
ま
る
く　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

世
の
中
は
ト
ラ
ン
プ
パ
ワ
ー
に
ま
ど
わ
さ
れ　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

高
齢
者
貧
食
耐
寒
こ
の
世
生
き　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

世
代
越
え
地
図
の
な
い
人
生
明
日
を
生
き
る　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

世
渡
を
楽
し
く
老
い
る
道
を
見
る　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

あ
の
人
の
一
句
辞
世
の
句
だ
っ
た
か　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

ト
ラ
ン
プ
流
ア
メ
リ
カ
第
一
世
界
闇　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

人
の
世
の
情
け
を
受
け
て
感
謝
知
る　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

三
人
で
世
間
話
し
に
花
が
咲
く　
　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

世
界
中
ビ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
る　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

今
年
又
花
咲
く
世
界
近
く
な
る　
　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

世
の
中
が
争
い
な
き
よ
に
日
々
祈
る　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

百
姓
で
食
え
る
世
の
中
鍬
が
ま
つ　
　
　
　
　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

ど
ん
な
人
に
も
世
間（
他
人
）の
知
ら
な
い
苦
楽
あ
り　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

世
の
嵐
幾
た
び
越
え
て
共
白
髪　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

70
才
一
途
に
生
き
て
世
を
渡
る　
　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

世
の
中
を
見
聞
す
れ
ば
不
安
な
り　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

出
世
せ
ず
恙
無
く
生
き
し
ゃ
ぼ
ん
玉　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

体
大
切
に
世
に
打
ち
勝
つ
一
番
か　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

世
は
変
り
姥
捨
て
山
路
常
道
に　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

世
間
体
気
に
す
る
余
り
財
布
見
ず　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

世
の
中
に
何
を
夢
見
て
産
ま
れ
し
か　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

安
部
総
理
ト
ラ
ン
プ
笑
顔
に
世
界
一　
　
　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

世
の
移
り
老
い
て
も
学
ぶ
返
り
咲　
　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

鯉
の
ぼ
り
世
相
変
れ
ば
川
の
上　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

戦
争
を
し
ら
な
い
人
が
世
の
中
だ　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

シ
ニ
ア
世
代
無
理
な
笑
顔
で
二
人
だ
け　
　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

早
咲
き
の
桜
咲
い
た
よ
別
世
界　
　
　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

上
辺
だ
け
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

世
間
並
み
目
安
に
生
き
て
平
和
な
日　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

ぱ
っ
ぴ
ー
で
世
渡
り
牛
歩
爺
と
婆　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

世
の
事
に
疎
い
婆
に
も
目
に
余
る　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 世 ―　　 

次回「気」四月二十五日まで。　「今」五月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

長
い
冬
も
終
わ
り
、
待
ち
に
待
っ

た
春
で
す
ね
。
こ
の
冬
は
雪
か
き
や

雪
下
ろ
し
を
近
所
の
方
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
冬
の
運
動
と
し
て
筋
肉
を
つ
け

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

〝
筋
〞
は
つ
か
ず
〝
肉
〞
だ
け
つ
い

て
し
ま
い
ま
し
た
…
…
。

　

２
月
の
初
め
に
鷹
山
コ
ミ
セ
ン
に

て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
女
子
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
昔
の
写
真
を
見
な

が
ら
思
い
出
話
を
し
よ
う
と
い
う
会

で
し
た
が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

大
雪
で
、
ほ
ん
の
数
名
の
女
子
会
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
前
回
に
引

き
続
き
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
山
か
ら

荒
砥
の
映
画
館
ま
で
歩
い
て
行
っ
て

文化を大切にすることとは
地域や町を大切にすること

地域おこし協力隊　茅野　唯

文化を大切にすることとは

第14回

地域おこし協力隊通信

い
た
こ
と
や
、
か
ん
じ
き
を
履
い
て

雪
を
踏
み
固
め
て
道
を
作
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
驚

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
飯
豊
町
の
中
津
川
に
あ
る

農
家
民
宿
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
腰
の
曲
が
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
昔
か
ら
の
方
法
で
菅
笠
を
一
つ

一
つ
丁
寧
に
作
っ
て
い
ま
す
。
骨
組

み
を
作
る
人
、
そ
れ
に
菅
を
編
ん
で

い
く
人
。
そ
の
地
域
の
昔
か
ら
の
文

化
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
地

域
や
町
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ん
だ

な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
も
ま
だ
ま
だ
白
鷹
で
教
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
先

生
や
師
匠
が
た
く
さ
ん
い
る
今
の
う

ち
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
勉
強
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

おばあちゃん女子会にて
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よつばこども園

「いぬふぐりはるはここだとおしえてる」

「はるさがしやさしいかぜがほっぺなでる」

「みどりのめなにいろのはなさくのかな」

　４月ポカポカの日もあれば、まだ寒ーい日もあります。

でも、こどもたちの足元は軽やかいろいろな春を発見して、

はりきって新しい年度をスタートしました。

でも、こどもたちの足元は軽やかいろいろな春を発見して、でも、こどもたちの足元は軽やかいろいろな春を発見して、でも、こどもたちの足元は軽やかいろいろな春を発見して、

子ども俳句「春はっけん！」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ３月 ３月
月　日 行　　事　　名

3月 1日
白鷹高等専修学校卒業証書授与式

白鷹町環境審議会

3月 3日 荒砥高等学校卒業証書授与式

3月 7日 第 2回白鷹町議会定例会 （1 日目 ・本会議）

3月 8日

議会運営委員会

第 2回白鷹町議会定例会 （2 日目 ・本会議）

予算特別委員会

3月 9日 総務厚生常任委員会

3月 10日 産建文教常任委員会

3月 13日

まちづくり複合施設等整備特別委員会

就労継続支援 B型しらたか FACTORY 及び放
課後等デイサービス POCCO しらたか開所式

3月 14日 予算特別委員会

3月 15日 予算特別委員会

3月 16日 白鷹中学校第 2回卒業証書授与式

3月 17日
議会運営委員会

第 2回白鷹町議会定例会 （最終日 ・本会議）

3月 18日 東根小学校卒業証書授与式

3月 21日 重要事業要望　～ 22日まで（東京都）

月　日 行　　事　　名
3月 22日 白鷹 ・朝日 ・大江広域観光推進協議会総会

3月 23日

農林水産業活性化推進本部会議及びやまがた
6次産業化戦略推進本部会議

パレス松風創業 30 周年記念式典 ・祝賀会

3月 24日
新規学卒者激励会 ・ フレッシャーズ研修会

白鷹町認定農業者連絡協議会総会

3月 25日

白鷹あゆみの園認知症専門棟竣工式

青少年国際交流事業及び地域おこし協力隊合
同報告会

3月 27日

西置賜行政組合議会 3月定例会

産建文教常任委員協議会

県政 ・町村運営の懇談会

3月 28日
山形鉄道株式会社取締役会

フラワー長井線沿線稼ぐ力創造協議会

3月 30日

白鷹町産業振興戦略会議

主要地方道長井白鷹線 （鮎貝工区） 開通式

白鷹山麓萩野産マスカット ・ ベーリーＡ 「紅」
2016 完成お披露目会ＩＮフラワー長井線紅花号

3月 31日 退職者辞令交付式

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

3月 13日 御祝 3,000　
白鷹町種子生産組合通常
総会

3月 17日 御祝 3,300　

就労継続支援 B型しらた
か FACTORY 及び放課後
等デイサービス POCCO
しらたか開所式

3月 23日 香典 10,000　 元職員弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

3月 23日

御祝 3,000　
米沢牛振興部会白鷹支部
通常総会並びに牛魂祭

御祝 3,000　
白鷹町認定農業者連絡協
議会通常総会

3月 27日 御祝 3,000　
白鷹町蔬菜園芸生産組合
通常総会

計 25,300　
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【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　これまで以上に、より多くの方に町の検診を受けて健康づくり

に役立てていただくために、健診の受け方を見直しました。町立

病院での人間ドック以外はお申し込みをいただかず、年齢や性別

で対象になる検診を各地区の検診日程に合わせてご案内します。

今回は、計画に基づいて実施する平成 29年度の重点事業～からだの健康づくり～についてお知らせします。

　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）

を受けた方に特定不妊治療費の一部を助成

します。平成 29年４月より、助成額が上

限 10万円から 20万円に拡充されます。

●対象となる方

　山形県特定不妊治療費助成事業の助成承

　認決定を受けたご夫婦

●助成内容

・１回の治療あたり上限 20万円

・男性不妊治療を受けた分については、さ

　らに上限５万円の助成

※助成回数や条件など、詳しくはお問い合

　わせください。

　　　 特定不妊治療にかかる費用
 の一部を助成します

　白鷹町では生活習慣病の子どもの実態を

把握し、早いうちから予防に取り組んでい

ただくために昨年度『子どもの健康づくり

健診』を実施しました。その結果、多くの

方に受診いただき、３月号の町報で特集し

たとおり、深刻な子どもの健康の実態を知

る機会となりました。そのため、昨年度に

引き続き小学５年生と中学２年生の希望者

を対象に、健診を実施します。

　今年度はさらに健診が受けやすくなるよ

うに、健診を実施する期間と医療機関を拡

大します。健診結果については、その後の

健康づくりに役立つよう、検査の判定だけ

でなく、保健師・栄養士から生活習慣病を

予防するためのポイントを加えて一人一人

にお返しします。詳細が決まり次第、対象

となる方にご案内しますので、この機会に

ぜひ子どもの健診を受け、家族の健康につ

いて考えてみてください。

　　　

　　 『子どもの健康づくり健診』　  
 を無料実施します

　　　
 健診の受け方が変わります

　地区の検診日程は３月配付の「平成 29年度元気ニコニコ推進

カレンダー」をご覧ください。検診日の約３週間前に健診票と検

診に必要なセットを郵便でお届けします。なお、以下の場合には

お電話でお知らせください。

・地区の日程よりも先に検診を受けたい。

・上の表で対象になっているが、都合で町の検診を受けられない。

□治療中や経過観察の持病があり定期的に医療機関を受診してい

　る方にも年１回は健康診査を受けていただくことをお勧めして

　います。

□人間ドックを希望される方でまだお申し込みされていない方は

　お電話でお知らせください。

健診の種類 健診をご案内する方

健康診査

（19歳以上）

・19歳から74歳までの国民健康保険加入者
・後期高齢者医療加入者（施設入所の方をのぞく）
※社会保険の扶養の方で町の検診で使用できる特定
　健診受診券をお持ちの方はお電話で必ずお申込み
　ください。

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

(40歳以上 )

・前年度、町のがん検診を受診された方
・健康診査票をお送りする方にはがん検診も合わせ
　てご案内します。
※40歳以上で町内に住所がある方が対象です。
　社会保険で職場の検診を受けられない方はお電話
　でお申込みください。

前立腺がん検診

（40歳以上男性）
・前年度、町のがん検診を受診された方
※上記以外の方はお電話でお申込みください。

乳がん検診

（40歳以上女性）
子宮頸がん検診

（20歳以上女性）

・前年度、一昨年度に町のがん検診を受診された方
※自覚症状等がなければ２年に１回の受診をお勧め
　しています。
※無料クーポン対象の方（乳がん検診：Ｓ51年度
　生まれ、子宮頸がん検診：Ｈ８年度生まれ）には
　５月にご案内します。町の検診日か、個別に町立
　病院、南陽検診センターで受診してください。

肝炎ウイルス検査
無料検診の対象の方には個別通知や広報等でご案内
します。町の検診か個別に医療機関で受診してくだ
さい。
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地域包括支援センター ℡86-0112

曜 日 時　　間 場　　所

月曜日
午前10時～ 11時30分 十王地区コミュニティセンター（４月10日開始）

午後１時30分～３時 東根地区コミュニティセンター（４月24日開始）

水曜日 午前10時～ 11時30分 蚕桑地区コミュニティセンター（５月10日開始）

木曜日
午前10時～ 11時30分 鷹山地区コミュニティセンター（５月11日開始）

午後１時30分～３時 荒砥地区コミュニティセンター（５月11日開始）

金曜日 午前10時～ 11時30分 鮎貝地区コミュニティセンター（５月12日開始）

●期間　週１回実施（通年の実施で、１年間の利用
になります）
●講師　白鷹町総合型地域スポーツクラブ　ゆめス
　ポしらたか「ＲＯ＊ＫＵ」
●利用料金　１回 200 円（送迎はありません。）
●定員　20名

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

白鷹町介護予防教室事業（元気わくわく教室）のご案内 

　年齢を重ねてもいつまでも元気で、いきいきと充
実した毎日を送るため、各地区コミュニティセン
ターを会場に、介護予防教室事業（元気わくわく教
室）を実施します。体力筋力向上と、認知症予防に
もなる体操を定期的に開催します。

●対象　65 歳以上の方で、１年間を通して週１回
　参加可能な方（支援や介護が必要のない方）
●場所　各地区コミュニティセンター

大
相
撲
三
月
場
所
（
３
月
12
～
26
日
）

取組 星取 決まり手

１日目 ○ 押し出し

３日目 ○ 押し出し

６日目 ○ 上手投げ

７日目 ● 押し出し

９日目 ● 寄り切り

12日目 ○ 寄り切り

15日目 ○ 押し出し

西幕下11枚目　５勝２敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

優
勝
狙
う
も
あ
と
一
歩

　
次
こ
そ
は
満
足
い
く
結
果
を

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　
今
場
所
も
ま
た
、
優
勝
で

き
ず
無
念
の
場
所
で
し
た
。

　

５
勝
２
敗
で
は
終
え
た
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
満
足
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

来
場
所
は
さ
ら
に
精
進

し
、
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

広 

告看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

が
ん
ば
れ
！

白
鷹
山
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

　春の開花期には、解放的な気分になるとともに、行
楽シーズンを迎えて少年非行や空き巣などの侵入犯罪
が懸念されるほか、高齢者を対象とした振り込め詐欺
等の特殊詐欺や悪質商法事犯等も後を絶たない状況で
す。
　被害にあわないために、防犯意識の高揚を図り、犯
罪の防止に努めましょう。

　白鷹町防犯協会は、各地区コミュニティセン
ターの車を防犯パトロール車に登録して、青色
回転灯を点灯した「コミセン青パト」で、下校
時間帯に防犯パトロールを行ない、子どもたち
の安全を見守ってます。

平成 29年度交通安全
「よく見て確認ゆとり行動」県民運動実施中
【期間】４月１日から一年間

❶空き巣等侵入盗の防止

❷振り込め詐欺等の特殊詐欺、悪質商法等の  

　被害防止

❸自転車・オートバイなど乗り物盗の防止

❹少年非行の防止

❺子ども・女性を対象とした各種犯罪の防止

運動の重点

❶運転者の基本ルール順守徹底

❷高齢者と子どもの交通事故防止

❸飲酒運転の撲滅

❹自転車利用時の交通事故防止

運動の重点

▼  具体的安全行動

【ドライバー（四つの確認行動）】

❶横断歩道では、歩行者がいることを確認（歩行者が
　いても止まらなくてよいと思っていませんか？）
❷一時停止場所では、しっかり止まって確認（止まら
　ないで、ゆっくり 進行していませんか？）
❸乗車したら、全席シートベルト着用状況を確認　 
　（同乗者が乗車したら、すぐ運転していませんか？）

【歩行者（ボンヤリ運転の車から自分を守る二つの確認行動）】

❶道路横断時の二度確認（横断開始時多気でなく、道
　路横断中も、もう一度左右を確認しましょう。）
❷明るい服装・夜光反射材着用確認（夜光反射材が夜
　のあなたを守ります。）

「知らない人に声をかけられたら…」

   ついて㋑㋕ない

   車に㋨らない

  ㋔お声をあげる

  ㋜ぐ逃げる

   すぐ㋛らせる

イカのおすし

子ども
たちに

教えま
しょう

！

　通りなれた道路が変更されると、戸惑いや勘違
いで優先道路がわからず、一時停止場所でも停止
しなかったり、横断歩行者がいても見落としたり
等で、重大な交通事故につながる場合があります。
新しい道路に慣れるまで、荒砥橋周辺（鮎貝側）
を通行する場合は周りをよく確認し、車のスピー
ドはゆっくり運転で、一時停止場所や横断歩行者
がいるかを慎重に確認して通行しましょう。
　歩行者は車の動きをよく確認し、「自分の身は

荒砥橋鮎貝側に
新道路が開通しました！

至
長
井

至鮎貝

至荒砥方面
（荒砥橋）

通行止

３/30 ～

３月 30日に行われた
開通式の様子

自分で守る！」
の意識をしっか
り持ち、安全な
通行を心がけま
しょう。

　地域ぐるみで、
　登下校の子どもたちを守りましょう

春の地域安全運動
【期間】４月中旬から５月上旬

責
任
を
持
っ
た
運
転

を
心
が
け
よ
う
！
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催
　
し

募
　
集

　
　

第
26
回
お
か
え
り
な
さ
い

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

み
ん
な
で
つ
く
る
福
祉
コ
ン
サ
ー
ト

▼
い
つ　

５
月
21
日
（
日
）

　

午
後
１
時
開
場
／
１
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
料
金　

前
売
券　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日
券　

６
０
０
円

▼
前
売
券
取
扱
所　

花
専
科
ス
ピ
カ

店
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
タ
カ
ノ
、
ヤ
マ
シ

チ
鈴
木
商
店
、
白
鷹
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
薫
風
の
家

▼
主
催
お
か
え
り
な
さ
い
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会

▼
出
演　

山
形
セ
ン
タ
ー
合
唱
団
、

プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
、
柳
生
圭
祐
、
白
鷹

陽
光
学
園
、
こ
ぶ
し
一
座
、
白
鷹
う

た
う
会
、
ノ
ー
サ
イ
ド

▼
そ
の
他　

福
祉
事
業
所
の
バ
ザ
ー

が
あ
り
ま
す
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

工
藤

☎
85

－

４
２
８
８

[FA
X

]

87

－

０
１
３
４

『
白
鷹
・
春
の
音
楽
祭
』

　
　
　

 

の
ご
案
内

　

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
歌
い
、
素

敵
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
、
あ
の
頃
の

人
・
風
景
・
時
間
・
空
間
を
思
い
出

す
曲
な
ど
、
春
の
午
後
の
ひ
と
と
き

を
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
載

せ
た
歌
を
聴
き
な
が
ら
一
緒
に
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
出
演
者　

O
SA

M
U

（
友
情
出
演
）

・TERU
M

I

＋
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
友
の

会 

さ.

く.

ら
・m

inajin

・
ふ
れ

ん
ず
・G

k-w
alk

▼
料
金　

１
０
０
０
円

▼
主
催　

白
鷹
・
春
の
音
楽
祭
実
行

委
員
会　

代
表　

川
井
貞
司

▼
い
つ　

４
月
30
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
）

■
チ
ケ
ッ
ト
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー
（
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
）
☎
86

－

０
０
０
１

　

『
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』

　
　

の
ご
案
内

▼
い
つ　

４
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
）

▼
内
容　

手
芸
品
、
日
用
品
、
お
も

ち
ゃ
、
農
産
物
等
の
販
売

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
産
業
セ
ン

タ
ー
（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）

☎
86

－
０
０
０
１

水
仙
ま
つ
り
の
ご
案
内

▼
期
間　

4
月
23
日
（
日
）
ま
で

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
駅
北
側
の
駐
車
場

周
辺
と
ビ
オ
ト
ー
プ
鈴
振
田

▼
内
容　

道
草
（
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
）

に
て
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
。
お
い
し
い
お
茶
菓
子
も
あ
り

ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ー
ク
ル
水
仙
会

長　

高
橋
伸
一

☎
０
９
０

－

８
９
２
２

－

０
３
６
５

県
看
護
協
会「
健
康
ま
つ
り
」

  　

の
ご
案
内

 

▼
い
つ　

５
月
13
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
看
護
協
会
会
館

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５- ２１１１

▼
内
容　

【
１
日
ま
ち
の
保
健
室
】

①
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

④
「
看
護
へ
の
道
」
進
路
相
談

【
講
話
等
】

①
「
よ
り
健
康
な
生
活
の
た
め
の
簡

　

単
レ
シ
ピ
」

②
「
全
て
の
健
康
の
源　

お
口
の
大

　

切
さ
に
つ
い
て
】

【
ぬ
り
絵
コ
ー
ナ
ー
「
看
護
師
の
ぬ

り
絵
」】

▼
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

　

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
７
・
８
月
に
開
催
さ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

4
月
23
日
（
日
）

　

午
後
1
時
～
3
時

▼
ど
こ
で　

イ
オ
ン
米
沢
１
階　

正

面
入
口
フ
ロ
ア

▼
内
容　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
競
技
の
紹

介
、
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
、
合
唱
、

演
劇
、
太
鼓
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
等

■
問
い
合
わ
せ　

平
成
29
年
度
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
山
形
県
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
８
５

　
　

お
き
た
ま
地
域
づ
く
り

　
　

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事
業

　
　

第
２
期
生
募
集

　　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
か
ら
、

置
賜
で
活
き
活
き
と
暮
ら
し
、
置
賜

を
元
気
に
す
る
よ
う
な
活
動
を
広
げ

る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
人
と
地
域
を

つ
な
ぐ
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

つ
な
が
る
喜
び
、
つ
な
が
る
楽
し

さ
を
体
感
し
な
が
ら
、
置
賜
で
活
き

活
き
と
暮
ら
す
た
め
、
一
緒
に
新
し

い
価
値
を
探
し
、
み
ん
な
で
ワ
ク
ワ

ク
す
る
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ

け
る
第
２
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

は
じ
ま
り
は
小
さ
く
て
も
、
自
分

ひ
と
り
で
は
難
し
く
て
も
、
置
賜
で

暮
ら
す
人
た
ち
と
つ
な
が
り
、
対
話

し
助
け
合
う
こ
と
で
、
い
っ
し
ょ
に

想
い
を
形
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容　

詳
細
は
「
置
賜
広
域
」

（h
ttp

://w
w

w
.okikou.or.jp

/

）

で
検
索
し
、「
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
事

業
」
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。
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お
し
ら
せ

　
　○

４
月
の
開
催
日

　

４
月
26
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

○
５
月
の
開
催
日

　

５
月
10
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

▼
募
集
期
間　

４
月
21
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
総
務
課
企
画
財
政
係

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
１　

　　

い
き
い
き
百
歳
体
操
と
茶
話
会

　

の
ご
案
内

「
居
場
所
づ
く
り
の
会
」
で
は
、
町

が
主
催
す
る
「
町
民
向
け
介
護
保
険

講
座
」
の
内
容
を
活
動
の
一
環
と
し

て
取
り
入
れ
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操

と
茶
話
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

４
月
21
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

▼
ど
こ
で　

蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

▼
会
費　

２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
主
催　

居
場
所
づ
く
り
の
会

■
問
い
合
わ
せ　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

　

平
成
29
年
度
農
業
経
営
実
践

　

講
座
受
講
生
募
集

　

新
し
く
農
業
を
は
じ
め
た
方
や
、

さ
ら
に
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
の
習

得
を
目
指
す
農
業
者
の
方
を
対
象
に
、

８
つ
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
開
講
講
座　

①
米
づ
く
り
基
礎
②
ア
ス
パ
ラ
③
き

ゅ
う
り
④
花
き
⑤
さ
く
ら
ん
ぼ
・
も

も
⑥
乳
牛
・
肉
牛
の
飼
養
管
理
⑦
パ

ソ
コ
ン
簿
記
基
礎
⑧
農
産
加
工
基
礎

※
⑥
に
つ
い
て
は
、
畜
舎
の
巡
回
指

導
や
研
修
会
が
中
心
の
講
座
と
な
り

ま
す
。

※
③
と
⑧
に
つ
い
て
は
、
置
賜
総
合

支
庁
農
業
技
術
普
及
課
（
高
畠
町
）

と
合
同
開
催
と
な
り
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
等
で
実

費
負
担
の
場
合
あ
り
）

▼
申
込
期
限　

５
月
22
日
（
月
）

▼
開
講
式　

５
月
29
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
置
賜
農
業
技
術
普
及
課

☎
０
２
３
８

－

88

－

８
２
１
２

［FA
X

］
０
２
３
８

－

83

－
１
１
１
９

　

平
成
29
年
度
ア
グ
リ
ウ
ー
マ
ン
塾

　

受
講
生
募
集

　

経
営
に
意
欲
的
な
若
い
女
性
農
業

者
を
対
象
に
、
実
践
力
と
経
営
感
覚

を
養
い
、
そ
の
活
躍
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
経
営
塾
で
す
。

▼
研
修
期
間　

全
５
回
（
平
成
29
年

５
月
～
30
年
１
月
）

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度
（
お
お
む

ね
40
歳
未
満
の
女
性
農
業
者
）

▼
会
場　

村
山
総
合
支
庁
本
庁
舎
ま

た
は
西
村
山
地
域
振
興
局
（
予
定
）

▼
受
講
料　

無
料（
実
費
負
担
あ
り
）

▼
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
水
）

※
最
寄
り
の
農
業
技
術
普
及
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
細
は
「
や
ま
が
た
ア

グ
リ
ネ
ッ
ト
」（http://agrin.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
林
大

学
校
研
修
部

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

　

就
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
の

　

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
就
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
（
鮎
貝
）
の
名
称
が
「
白
鷹
町

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
」
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　

１
階
の
柔
道
剣
道
場
が
全
面
板
張

り
と
な
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
使

い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
85

－

６
１
４
７

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き

　

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

森
林
法
に
よ
り
、
立
木
を
伐
採
す

る
と
き
は
、
事
前
に
「
伐
採
及
び
伐

採
後
の
造
林
の
届
出
書
」
を
町
に
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30

日
前
ま
で
に
、
農
林
課
森
林
整
備
係

に
提
出
く
だ
さ
い
。

【
保
安
林
】を
伐
採
す
る
と
き
の
注
意

　

保
安
林
と
は
、
水
源
の
涵
養
、
土

砂
の
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
の
防
備
、

生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
、
特
定

の
公
益
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
農

林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に

よ
り
指
定
さ
れ
る
森
林
で
す
。

　

町
内
の
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
置

賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
治
山
林
道

担
当（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
４
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
森
林
整
備

係　

☎
85

－

６
１
２
５
（
直
通
）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

ひがしね保育園 不検出 不検出

さくらの保育園 不検出 不検出

愛真こども園 不検出 不検出

よつばこども園 不検出 不検出

●期間　３月２日（木）～８日（水）

●測定限界　０．４５～１．１０Bq（ﾍﾞｸﾚﾙ）/kg

■問い合わせ

　健康福祉課子育て支援係   ☎８６-０２１２

保育園・こども園
給食放射性物質検査結果
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い
と
き
に
は
火
気
を
使
用
し
な
い
な

ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
守
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
全
国
統
一
標
語
】

　

火
の
用
心　

森
か
ら
聞
こ
え
る　

　

あ
り
が
と
う

【
山
形
県
運
動
期
間
】

　

5
月
31
日
（
水
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
置
賜
総
合

支
庁
森
林
整
備
課

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
５

学
童
保
育
講
習
会
の
ご
案
内

　

学
童
保
育
で
の
指
導
補
助
員
と
し

て
新
た
な
就
労
を
目
指
し
ま
す
。

▼
い
つ　

４
月
25
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
、
26
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
、
28
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
昼
12
時
の
３
日
間

※
講
習
終
了
後
に
修
了
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

▼
ど
こ
で　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
清
水
町
）

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
方

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84

－

４
５
３
５

  　

お
き
た
ま
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ

 　

サ
ポ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
の
学
習
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
ま
た
は
支
援
員
（
教
員
免
許

保
持
者
等
）
が
学
習
支
援
を
行
い
ま

す
。

▼
内
容　

原
則
、
週
に
１
回
程
度
、

家
庭
教
師
の
よ
う
な
形
で
ご
家
庭
へ

訪
問
し
、
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

▼
対
象　

小
〜
高
校
生
（
原
則
、
所

得
税
非
課
税
世
帯
）
で
、
置
賜
５
町

（
白
鷹
町
、
高
畠
町
、
川
西
町
、
飯

豊
町
、
小
国
町
）
に
お
住
ま
い
の
方

▼
利
用
料　

無
料

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動

法
人
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　

担
当　

山
口

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
山
火
事
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
す
山
火
事
は
一
人
一
人

の
心
が
け
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
る
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
、

②
た
ば
こ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
で
行

い
投
げ
捨
て
を
し
な
い
、
③
風
が
強

裁
判
所
見
学
会
の
お
知
ら
せ

▼
い
つ　

５
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
10
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
４

－

９

－

15
）

▼
内
容　

裁
判
手
続
説
明
、
裁
判
員

制
度
説
明
及
び
法
廷
見
学
等

▼
定
員　

15
名
（
予
約
受
付
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５

※
土
日
及
び
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

広 

告

白鷹町行政情報運用管理業務委託
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【３月１日～３月31日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

♥

　

旅
行
会
社
や
旅
行
誌
の
編
集
者

の
方
な
ど
を
お
招
き
し
、
３
月
21

～
22
日
の
日
程
で
「
冬
の
し
ら
た

か
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
が

町
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〝
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
〟
と
は
、

従
来
の
見
学
会
や
視
察
と
は
異
な

る
「
体
験
型
の
見
学
会
」
の
こ

と
。
今
回
は
、
以
前
か
ら
白
鷹
町

に
宿
泊
す
る
ツ
ア
ー
を
造
成
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
旅
行
業
者
さ
ん

や
旅
行
誌
の
編
集
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
首
都
圏
で
雑
貨
屋
を
営
ま
れ

て
い
る
方
、
町
観
光
交
流
大
使
の

青
木
実
さ
ん
な
ど
７
人
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Close Up
クローズアップ

住 所 父母の名 子の名

荒砥乙 小湊 立太 あかり春菜

鮎　貝 布川 和浩 蒼
あお

　人
と

美沙

鮎　貝 カイアマ 堅一アンドリュウ 蘭
らん

太
た

テッド智子

広　野 新野 詠幾 隼
はや

　世
せ

真奈実

高　玉 佐藤 純平 よつ葉
ば

千帆

 住 所　　   　氏　名      年齢

十　王　  佐　藤　悦　子     94
高　岡　  小　関　き　ぬ      89
畔　藤　  髙　橋　義　克      61
横田尻　  金　田　た　か      94
横田尻　  町　田　昭　次      86
高　玉　  長谷部　洋　一      83
山　口  　児　玉　武　志      76
荒砥乙　  梅　津　光　子      96
鮎　貝　  上　田　理智子      84
横田尻　  田　苗　福　司      84
十　王　  蹄　　　辰　次      92
山　口　  大　瀧　　成　 　91
畔　藤　  菅　原　と　み      78
横田尻　  覺　張　おうん      90
荒砥甲　  佐　藤　　節　 　87
荒砥乙　  橋　本　穗　成      91
荒砥乙　  江　口　　裕　 　85

　

１
日
目
は
、
山
形
鉄
道
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
シ
ン
ボ
ル
車
両
（
食
堂

車
）
に
乗
車
い
た
だ
き
、
し
ら
た

か
旅
先
案
内
人
に
よ
る
町
の
紹
介

を
お
聞
き
い
た
だ
き
な
が
ら
、
あ

ゆ
茶
屋
の
雛
御
膳
や
紅
花
娘
が
振

る
舞
う
赤
す
も
も
わ
い
ん
な
ど
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
の
ど
か
村
に
移
動
し
、
餅

つ
き
や
紅
花
染
め
、
紅
点
（
さ
）

し
を
体
験
。
夜
の
懇
談
会
で
は
、

ト
マ
ト
す
き
焼
き
や
馬
肉
タ
ル
タ

ル
と
い
っ
た
〝
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ

ド
メ
ニ
ュ
ー
〟
を
試
食
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
伝
統
あ
る
高
玉
芝
居
の

舞
踊
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　 氏　名　　　　　 住 所

金　子　秀　人　 　広　野
鈴　木　　彩 　　　岩手県

岡　田　仁　志 　　浅　立

大　井　里　紗 　　酒田市

新　野　暁　彦 　　広　野

車　田　知　子 　　茨城県

お　く　や　み

こんにちは赤ちゃん

ご結婚おめでとう

♥

♥

　

２
日
目
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
「
レ
ト
ロ
ン
」
に
乗
車
い
た
だ

き
、
朝
一
に
ど
り
い
む
農
園
直
売

所
を
視
察
。
そ
の
後
、「
白
鷹
銘
菓

め
ぐ
り
」
と
題
し
て
町
内
４
つ
の

菓
子
舗
を
回
っ
て
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
あ
ゆ
茶
屋
、
農
家
民
宿
「
山

野
草
」
を
め
ぐ
っ
て
い
た
だ
き
、

２
日
間
を
通
し
て
冬
か
ら
早
春
の

し
ら
た
か
の
魅
力
を
五
感
で
感
じ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
「
日
本
の

紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
」
連
携

推
進
本
部
が
主
催
、
一
般
財
団
法

人
白
鷹
町
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
財
団
が

主
管
と
な
っ
て
実
施
し
た
も
の

で
、
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら

ご
助
言
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る
情

報
発
信
の
展
開
や
、
観
光
資
源
の

掘
り
起
こ
し
・
磨
き
上
げ
を
学
ん

だ
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

  

魅
力
満
載
の〝
冬
〟満
喫

「
冬
の
し
ら
た
か
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

１_紅花娘による心を込めたおもてなし　２_冬のしら

たか恒例の餅つき　３_参加者の興味を引いた和紙人形

４_寒い冬だからこその紅花染め　５_深山工房を見学。

このほか、登り窯や和紙漉き作業風景などを見学した

１

２３

４

５
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発
行
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白
鷹
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企
画
政
策
課

▼
早
い
も
の
で
、
私
も
広
報
担
当

と
な
っ
て
３
回
目
の
春
を
迎
え
ま

し
た
。
最
近
、
町
民
の
方
か
ら

「
写
真
う
ま
く
な
っ
た
ね
」「
前

よ
り
読
み
や
す
く
な
っ
た
よ
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
一
番
最
初
に
作
っ
た
一
冊

を
読
み
返
し
て
み
ま
し
た
。
文
章

を
書
く
の
が
苦
手
で
、
写
真
の
知

識
も
ま
っ
た
く
な
い
中
よ
う
や
く

完
成
し
た
一
冊
。
手
元
に
届
い
た

と
き
の
感
動
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

３
年
目
の
今
年
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

新
し
い
こ
と
に
も
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
一
年
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
皆
さ
ん
す
で
に
お
気
づ
き
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、「
広
報
し
ら
た
か
」

の
紙
面
の
色
を
青
と
黒
の
２
色
刷

り
か
ら
赤
と
黒
の
２
色
刷
り
に
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
青
い
文

字
が
か
す
ん
で
見
え
に
く
い
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
と
、

「
日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る

町
」
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
も
の
で

す
。
慣
れ
る
ま
で
若
干
の
違
和
感

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
て
づ
か
）

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

　

近
頃
、
町
内
の
サ
ロ
ン
や
イ
ベ

ン
ト
に
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
の
〝
ず
っ

こ
け
一
座
〞。
そ
の
代
表
を
務
め

る
の
が
里
子
さ
ん
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
平
成
25
年
７
月
。

萩
野
地
区
の
サ
ロ
ン
に
出
演
し
て

い
た
団
体
を
見
て
「
自
分
た
ち
に

も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
翌
々

月
の
９
月
に
地
元
の
仲
間
４
人
と

結
成
。「
み
ん
な
ズ
ッ
コ
ケ
て
る
か

ら
」
と
の
理
由
で
、
ず
っ
こ
け
一

座
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
成
当
初
は
「
具
体
的
に
何
を

す
る
か
全
く
決
め
て
い
な
か
っ

た
」
と
言
い
ま
す
が
、
持
ち
前
の

明
る
さ
で
「
と
り
あ
え
ず
踊
っ
て

み
っ
か
ー
」
と
提
案
。「
最
初
は
と

に
か
く
動
き
を
覚
え
る
の
に
必
死

だ
っ
た
」
と
笑
い
な
が
ら
当
時
の

こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
か
ら
新
た
に
３
人
が
仲
間

に
加
わ
り
、
昨
年
度
は
各
地
区
の

サ
ロ
ン
や
敬
老
会
な
ど
計
６
公
演

に
出
演
。
今
月
24
日
に
は
東
高
玉

の
サ
ロ
ン
に
出
演
予
定
で
す
。

　
「
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
し
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
先
も
残
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
里
子
さ
ん
。「
ず
っ
こ
け
一
座
と

い
う
名
前
を
覚
え
て
、
興
味
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。
若
い
人
に

も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、
地
域
に
根
付
い
て
い
っ
た
ら

う
れ
し
い
な
」

「
地
域
に
根
付
く
楽
し
さ
を
残
し
た
い
」

❶公演に合わせ、週１回１時間程度練習。「よさこい」や「お
どる！シラタカ・レッド」など、現在のレパートリーは７つ
❷地域おこし協力隊（前列３人）を巻き込むことで活動の幅
を拡大中　❸衣装や小道具は全て手作り。古着屋や100円均
一ショップで材料を調達し、アレンジしている

地
域
お
こ
し
協
力
隊

遠
藤
真
弓
さ
ん

「ずっこけ一座」
　　紺野 里子さん（萩野・62歳）

しらたかの鉄人！達人!　
　 　

地域おこし協力隊が見っけだ

❶

❷❸

新コーナー

一座の名のとおり、ちょっと

お茶目なお母さん。地域のた

めに楽しみながら笑いを提供

しています。サロンや敬老会

で見ている人が笑顔になる

と、踊っている方も笑顔に

なって幸せな空間ができま

す。これぞ地域おこしの原点

だなと思います。
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